
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
公 公 電 道 道 公 公
有 有 線 路 路 共 共

平 水 水 共 の の 測 測
成 面 面 同 供 区 量 量
十 の の 溝 用 域 の の
四 埋 埋 を の の 終 実
年 立 立 整 開 変 了 施
九 て て 備 始 更 の の

北 海

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
農 知 知 知 平 生 生 一
林 事 事 事 成 活 活 般
水 権 権 権 十 保 保 競
産 限 限 限 四 護 護 争
大 に に に 年 法 法 入
臣 係 係 係 度 に に 札
権 る る る 砂 よ よ の
限 保 保 保 利 る る 実

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
特 特 狩 平 平 鳥 平 平
定 定 猟 成 成 獣 成 成
非 鳥 鳥 十 十 保 十 十
営 獣 獣 四 四 護 四 四
利 の の 年 年 区 年 年
活 捕 捕 度 度 の 度 度
動 獲 獲 銃 休 期 道 道
法 の の 猟 猟 間 設 設

第

〇 〇 〇
公 一 北
募 般 海
抽 競 道
選 争 中
に 入 告 山 規
よ 札 間
る の 地
道 実 域

号

毎
週
火
・
金
曜

月 の の す 通 通（
二 承 免 べ 二 知 知
十 認 許 き 件 （
七 の 道 ） 二
日 出 路 件

願 の ）
指
定

金

曜

に 安 安 安 採 指 医 施
係 林 林 林 取 定 療
る の の の 業 医 機
保 指 指 指 務 療 関
安 定 定 定 主 機 の
林 の の 任 関 指
の 解 予 者 等 定
指 除 定 試 の
定 の 験 変
の 予 の 更
解 定 実 （
除 施 廃
の 止

人 禁 禁 禁 区 の 鳥 鳥
の 止 止 止 の 更 獣 獣
定 及 区 設 新 保 保
款 び 域 定 の 護 護
の 制 の 一 区 区
変 限 設 部 特 の
更 定 改 別 存
の 正 保 続
認 護 期
証 区 間
申 の の
請 指 更

定 新

有 施 示 活 則 目
財 性
産 二 化
件 資（

土 ） 金
地 利
） 子
の 補
売 給
払 規
い 則

の 次
一

日
発
行

日

（ （
建 建（ （ （ （ （

砂 砂 道 道 道 設 設
防 防 路 路 路 部 部
災 災 整 整 整 総 総
害 害 備 備 備 務 務
課 課 課 課 課 課 課

予 ）
定 の

届
出

（ （
資 障
源 害
エ 者
ネ 保
ル 健（ （ （ （ （ （

治 治 治 治 ギ 保 保 福
山 山 山 山 ー 護 護 祉
課 課 課 課 課 課 課 課

（ （ （ （ （ （ （ （
生 自 自 自 自 自 自 自
活 然 然 然 然 然 然 然
振 環 環 環 環 環 環 環
興 境 境 境 境 境 境 境
課 課 課 課 課 課 課 課

部
を
改
正
す
る（

原 規
子 則
力 （
安 農
全 業（

管 対 経
財 策 済 発行
課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

） ） ） ） ） ） ）

二 二 二 二 二 二 二
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
五 四 四 四 三 三 二

北
平 海
成 道
十 中
四 山
年 間

） ） ） ） ） ） ） ）

二 二 二 二 二 二 二 一
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 九
二 二 二 一 一 〇 〇 九

二 一
適 併 以 間
用 こ 施 せ 内 ご 中 趣
す の 行 て の と 山 旨
る 規 期 規 償 に 間 及
こ 則 日 定 還 定 地 び

） ） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一 一 一
九 九 九 八 八 八 八 八
八 〇 〇 七 七 七 六 六

〇 〇
◇ 地 選
北 方 挙
海 自 人
道 治 名
中 法 簿 道
山 等 に 選

） ） ）
電話

一 一 一 ペ
八 八 八 ー
四 二 一 ジ 印刷

〇 〇 〇 〇 〇
特 特 都 争 知
定 定 市 議 事
調 調 計 行 表
達 達 画 為 彰
契 道 契 道 法 支 の の 公
約 教 約 立 に 通 受

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇 〇 〇
補 市 都
助 町 市
金 村 計
等 の 画
の 決 の
交 定 変

九 地
月 域
二 活
十 性 規
七 化
日 資
金
利
子
補
給
規
則

と は 等 の 期 め 域 内
と 、 整 間 て 活 容
し 公 備 ご い 性
た 布 を と た 化
。 の 行 に 貸 資
日 う 定 付 金
か た め 利 に
ら め る 率 つ
施 、 と 及 い
行 こ と び て
し の も 利 、
、 規 に 子 十
平 則 、 補 四

間 の 登 挙
地 一 録 管
域 部 さ 理
活 を れ 委
性 改 て 員
化 正 い 会
資 す る 告
金 る 者 示
利 法 の
子 律 総
補 附 数
給 則 の
規 第 五

公

布

さ

れ

た

規

庁
に 育 に 農 よ 知 賞

告係 庁 係 業 る 者
る 根 る 大 開 示 表
落 室 入 学 発
札 教 札 校 行
者 育 の 告 為
等 局 公 示 に
の 告 告 関
公 示 す
示 る

工
事
の

付 に 更
に 係 の
関 る 決
す 都 定
る 市
権 計
限 画
の の
委 変
任 更
の に
一 関
部 す

の
一
部
を
改

則正
す

北 る
一 海 規
八 道 則
一 知 を

事 こ
こ

堀 に

成 を 貸 給 年
十 制 付 率 以
四 定 利 を 内
年 す 率 、 及
七 る 及 十 び
月 こ び 三 十
五 と 利 年 四
日 と 子 以 年
以 し 補 内 を
後 た 給 及 超
の 。 率 び え
利 を 十 十
子 改 三 五
補 定 年 年

則 二 十
の 条 分
一 に の
部 規 一
を 定 及
改 す び
正 る 三
す 数 分
る の
規 一
則 の

数（
規 の
則 一

則

の

あ

ら

ま

し

完
了

（
労
政 （
福 人

改 る
正 図
書
の
写
し
の
縦
覧

（
出 （ （
納 都 都
局 市 市
総 計 計

公
布
す

達 る
。

也

給 す を 以
承 る 超 内
認 こ え の
分 と 十 償
か と 五 還
ら し 年 期

、

第 部
八 訂
十 正
八
号 二 二
） 〇 〇

九 九

祉 事
課 課
） ）

二 二 二 二 二
〇 〇 〇 〇 〇
八 七 七 七 六

務 画 画
課 課 課
） ） ）

二 二 二
〇 〇 〇
六 六 六

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し

公

布

さ

れ

た

規

則

の

あ

ら

ま

し



２ １
い 十
て 四 こ こ 内
適 年 の の 附
用 七 規 規
す 月 則 則 則 等
る 五 に は
。 日 よ 、 千以 る 公

北 海

以年五十え超を年三十 内 以

大業企小中 等業企

貸 千 貸 千 貸

道 公 報

年 三 十 間 期 還

大小中 貸

千 貸 付

第

別 二 よ
表 別 号 第 う

償 表 中 二 に（
第 条 改（ 「
二 備 第 第 正
条 考 十 三 す
、 以 条 項 る
第 外 第 第 。
四 の 一 一

号

北
北 海
海 道
道 北 規 平
中 海 則 成
山 道 第 十
間 中 八 四
地 山 十 年
域 間 八 九万後 改 布 円に 正 の を利 後 日 超子 の か え補 北 ら る給 海 施 部に 道 行 分つ 中 す

い 山 る ーて 間 。 セの 地 ン知 域 ト事 活 以

付 万 付 万 付
金 円 金 円 金企の ま の を の
う で う 超 う
ち の ち え ち
二 部 二 る 二
億 分 億 部 億
七 七 業 分 七

年 セ 年 セ 年 ー 年
一 ン 一 ン 二 セ 一
・ ト ・ ト ・ ン ・
八 以 六 以 一 ト 七
五 内 パ 内 パ 以 五

万 付
円 金 企 対ま の
で う

象の ち
部 二
分 億 者
七 業

セ 年 セ 年 貸
ン 一 ン 二

付ト ・ ト ・
以 五 以 〇 利
内 パ 内 パ

条 部 項 号
関 分 第 中
係 に 一 「
） 限 号 第

る 及 十
。 び 条
） 第 第
を 二 一
次 号 項
の 」 第
よ を 一
う 号「
に 第 」

活 地 号 月
性 域 二
化 活 十
資 性 七
金 化 日
利 資
子 金
補 利
給 子
規 補 金
則 給
規 曜（

平 則
の 性 内承 化
認 資 ンを 金 ト受 利
け 子
た 補
中 給
山 規
間 則
地 別 ン域 表 ト活 の
性 規

パ ー ー 内 パ

年 セ 年 セ 年 ン 年
〇 ン 一 ン 〇 ト 一
・ ト ・ ト ・ ・
九 一 六 〇
パ 五 五 パ
ー パ パ ー
セ ー ー セ

年 セ 年 ン 年
〇 ン 〇 ト 〇
・ ト ・ ・
一 三 － 二

ー ー 率

セ 年 セ 年 け資一第
ン 一 ン 〇 る機号二
ト ・ ト ・ 場関に条
二 七 合が掲第
五 五 貸げ三
パ パ しる項
ー ー 付融第

セ 年 け資ま二第
ン 〇 る機で号二
ト ・ 場関にか条
四 － 合が掲ら第

改 十 を
め 条 「
る 第 第
。 一 十

利 項 条
第 第
二 一

子 号 項
及 第
び 二補 第 号
三 」
号 に給
」 改

成 の 日
三 一
年 部
北 を
海 改
道 正
規 す
則 る
第 規
百 則
二
号
）
の

化 定
資 は
金 、
に 平
つ 成

４５
札

執札

札入入開開

入入

場日場日

の保 行札札札

場

パ 五 パ
ー パ ー
セ ー セ

３

。当約海海

とと契北北
総

が加該条道道

。道参
よ品を幌務

行し物項札

指うの示市部

う
五 貸げ第三
パ しる四項
ー 付融号第

２

借納札の地の政

入次項

上入参ず定
方令 にい規

加れに
自第

治

期場すに該

に め
率 改 、

め 同
る 項
。 第

１ 北

次 海

の平入 道

と成札賃テ賃 告

に貸レ貸 お 示

り年付借ビ借 第

一９すす会す

般月るる議る

一
部
を
次
の

日
び
及所時所時金

所

証
同

海海成にに

時北北平
同 道道

。。

札庁年じじ

幌本
区３

央日

中舎８

市庁月

害場央合

名と障す中総
北災

争る発所区防

競す

条策

札の時３対

入月生

６原

関日、西室

に初に

目力

て在や丁子

し現速

い対全

名おに安

指にか

るも当条 法

停て応対

を

な４ 行 間所者該しの 施

２ 必すい第 令 に当

で項 昭 平囲こ別要る者

とあの 和 成内と途なこ

でが指資規
こ定 年 年、あ示格。る

平りす政

場。よ 令 月成得るとに

る第

日年。所り
競 ）号 か

事物シ物 競 号

入等テの

争日項品ス品

名端様

札のム仕

び６

下及

以称末等

札量札

入数台入

い末書

と端明

」各説

告

３総前

北階午

条合
室
目策

丁対
６災
西防時

止、で策

室
員

絡
連

災
防

て続体

れきる

さ引き課

す

い年有

な２を

いき制

のと

。そこ

と上る

こ以

入 。 ら月争

を
業
事。

以 平
をへ 下 成日札
の

月と加 令 ３度参 政 年限
しを 」
と

該さ う ま当除 い 日て排

） 契れ 。 で

う間及
だ期い 第 た約て

書

を接様

）線仕

。回び
る

す北含よ

施をに

実続

事
知）

。道。。

る海む

堀

示

一
八
二

こ
る
い

で
ん

営 し間る
な ４

予延で の

、を者 条

範る１こ

のすい 第

算長

也
達



る捨税相業契

イ

平 額て事当落者約

成 をた業す札でに

十 加金者る者あ関

四 算額で金とるす

年 し）あ額なかる

九 たをるをっを事

北 海

札落

提提開に入

そ号ア
額 のの札 出出げ金

札掲
係

に定 期場入に

時決 る

当 限所他及る

おに 札

道 公 報

８９

札

郵落財っ契要入入

も
入書参参

務 便札て約札

則 びの札作加加

規 及者
第 電決成申希

報定有の込望

に方効要書者

よ法な否のは 条

第

６７

と入郵

北ろ説等

年こ札交交便

道よ書よ

海に明付付に

則。交入

規るの場方る

第付所法札

号

保

にを
下札 札金

入以証入
保

しす
金 費 加付

証 消 参納
等 よる

の 税

月 金もか入た申務

二 額っ免札者しを

十 て税書は出担

七 当落事に、る当

日

札とる

該札業記落こす

格です決。組

金価者載
こ後の

にとある定織

額
１する

金

を。や称

円るかと速名

未の

曜

の、わにび

満で問か及

税

、っ こ費

てた び消

い

便海公等

２て 平郵北の

番道告の

には 成

規、

務定扱

定入 年号総に取

す札

部めい る書 月

合入
資に ２－総る
格記 日

防札 を載

第

しれ 北対関
有さ 災に

項 入札出次 １ る入提、

るり 規 は限よ の 札にに

よ

な）定 に

め。所 定 認

者札 定

。た入 り

いしの

に

札申 予
落加 た
を参 め

号関
る海海話の

。す北北電
総号所

下事道道番場

以

項札

財幌務で
交 務市部

す

規中総－付

則央合

る

と北災。 － 」区防

い３対

。
免 と とと

付 」 うこ
納

は

納 。 者

、 う る

除 い す
額 の

法 当 そ

方 相 、

付 ）

政 む 見

、 含 の

は を 者

等
令 。 積

日

数札、費在

端入ず消所

の

あ参積等

がに見税地

るた税

とすっ課

る加も

者

、は約業

は者契事

き
費のあ

の消額で

そ、金

る

端
数税

か

道室る
なた 海策す

金等

幌子件
者額 札原条

い金

中安違 し当 市力に
のに

区対し 入金 央全反 た該

３課入 、の 北策た 札額

財 条札

５ 則 ６、の 規 西は分 務

を 格
と書 価
者込 定

丁無

の

す 限
。出 制
る提 の
す

最
、
で

。 内

と 囲

こ 範

る

低

）６原内 。西室

う条策

第丁子線

目力
安－ 条全 か

課 第策 ら対

の っ

第 ） も

で
ま
条

た
契条

に
額及 ５
金７ の
約の 分

び

る
税道 す
費海 当

消北 相

、 分 地規 以
び務 額

及財

を係免 の 額に

税 切る
２

り課に事

の地の政。道

入次項と

ず定行

方令 にい規が

札
加れにう

自第 参

治

すに該指

目効に 第

相 と
。
各るす

す 条当

達
調借納

クケコサシ
ネ

を上入

レ

ッ

す

ー

ッワケる期場

ザチチト

エオカキ

を
格

価
の

ーッ

情電電電避避

北
アイウ

道帯報光光光難難

海携

民民

原電配情ボボ住住

る
め
定
の

子話信報ーー

１ 北

次 海

の平入 道

と成札調 告

に達

詳

お 示 細

り年付を 第

一９すす

は
、

般月るる

消の
方則 上

入

税札和

費昭 入

の 在札
入

名所の
こ

アイ

し競 の 施 るも当名 条 法

第 令 に当な争 ４ 行 者該

２ 必すい入

なこでに 項 昭 要る者札

資とあ関 の 和

規
に 政こて 定 年 格。るし

を り 第。名 よ 令と指

競

間所

プププーー物

号停

ー機ルの

リ付リクブ品
様平別

タタダ器仕

ンき
グー

指

８等成途

ポ

す

ー年示

ト入

場

）札月る

説

ボドド管管

書か
明日所

報末ー情情理理

力情端

災一ド報報端用

防

配配末ソ

信信フ

訓斉
練配

ト
ウ

シ信）用用
端ソ
末フ）ェ

ス

トア

テ
ム

ウ
ェ

に
機

る）ア

係

事物 競 号 札

札の

明入等

説争日項品

に名

書
。び

る下及

よ以称

地行
執

い
と
」
札量

入数

便話開

北郵電公
、
は

称

。

総号号る

道番番す

海
務
部
総－－

合

－ 防

へ 下れ 札 以さ 入 。止 争
の

て
こ を 」い 加 令な 参 政い

と一 いと 排

八 う。 除

三

及ら

い 第て ）れ 。さ

２一一び ２

で
様ま

台個台式式仕日

１一４４

器

。
る

よ
に

書

台台台式台式

一一１２

す北

施
実
を
）

。
う

式式

災

堀
事

知

。道

る海

対北
子幌線 原札内 室道

策海
力市
安中－

全央
西
条

課３
策北

対区

る

１こ
い 第

な ４

で の

者 条

目
丁

６

也
達



９

札提提

財っ契要入入

も

出

規入書参参

務て約札

第成申希

則札作加加出

有の込望期場

効要書者

な否のは限所 条

北 海

６７８

札交交便便札

入郵郵落

明付付にびの

説等及者

の場方る報定

書よ電決

付所法札よ法

交入に方

道 公 報

５

と 入保

北ろ 札
開入以証入年こ

保 札にを海に

下札 札金

保
加付規る

証 消 参納道よ

の 税 しす則。

証金 費 日

等 時金よる第

第

３４

海海札入入開

契北北入
総行札札札

条道道執

約

場場日場

を幌務の

項札

所時所

す中総所

示市部

場央合及

号

参。当
と

平加該

成し物
十よ品
四うの
年と障
九

札出次 １入提、 第 す害

限よ成便 のにに平郵 項

番 規るり

に
。所年号 定
）定

よしの月

定
た入２－ り
者札日

めを参

入

にる

札申北 予
落加 た

札

関
る海海話のは

す北北電
総号所め

事道道番場認

幌務でな

項札

交い 市部

す

中総－付。

央合

る

北災。 － 区防
３対

納
付 」 うこ

す。。
免 と とと号

同者下
、 う にる以
除 い

付 ） じは

納 。

規
法 当 そ務

方 相 。、財

含 の」
は を 者則

等 額 の

び

令 。 積い
政 む 見と

、

北災日

所区防

海海成に

３対時北北平
同

条策
西室道道

。

６原札庁年じ

丁子幌本
日

安中舎８

目力市庁月
後

策北階午

対区３

全央

課３総

月る発

二月生

十の時

七初に

日

おに

にか

在や

現速

日、

金

て応

い対

曜

道 価
者込海 定

引き

、で

る提幌 の
すを札 格
と書

る央 の

す中 限
。出市 制

で

。３ 内

と北 囲

こ区 範

丁 低

６ 最

西 、

条

丁子線 ６原内 西室
条策

目力
安－
全

の っ。
第 ） もう

課
策
対

た）

契第 条
の 分 約

７ の

ら び にか 額及 ５条 金
費海 当第 消北 相

道 す 税

規 以
びま 務 額

及条 財 る

西防時

条合２

地で

６災
絡
連
災
防
室

目策
丁対分

室
員

日

年有

２を

き制

続体

きる

事。

のと

そこ

上る

以す

旭

を
格

価

目 の

ん
営
を
業

２１

－－－

樽樽川

小小

１

１

北

次 海

の平公 道

と成募区札 告

に画幌 お 示番－ り年付 第

公９す号５

募月る

消定 の
方の 則 上

税札和る

費め 昭 入
名所の細

業契こ詳

アイ

あ関札、

でに入は

者約
るすの入 在

落

に入る捨税相

号アイ

業す札

掲札落額て事当

加金者る者

札 げ金をた

入に算額で金と

決 る額

こ
る
い
で

旭目

時 のの
札

開
そ

１小目小

川 条樽３樽番 ３市番市市
曙番 銭 丁望

目洋函２

台２条

宅宅宅

丁目丁

番１丁５

地地地

札 土所 抽 号幌

よび豊 に及在市 選日地
日番美 道選区 り抽地平

目地

地宅 産
財時園 有

）面 地
土

事称地行説

かる執札

積

に

しを、書

申務は明

を

便話開よ

出担北郵電公

こす道番番する

る当海
組務。

とる総号号る。

。
織部
の総－－

名合

－ 称防

っ

に 札係し）あ額な

定

か入た

当 及るたをるを

額っ免札者

た び消金も

て の税て税書は

っ こ費

記落

は 公等当落事に、

価者載札

、 告の該札業

扱額格です決

入 に取金
書 めいにとある定

札 定

かと速

に る１するこ後

札未のを。や

記 入円る

海

２ 北

、
て

い 他
お

に

載

総

る 部

す 務

定 総

規 道

に
を 防

格 合

資

午平午平午平午

円円円

後成後成後成前

２ ２ １

を
売
払
り）
売 う

払 。

北

価 海
堀成 抽平 事

知格円 道

及災

選

び対北

地原札内 在室道

所策海
子幌線

力市
安中－

全央

問か

西
条

課３
策北

対区

れ 関の、わに

さ に満で
数札、費

た す端入ず消

積等

額 条がに見税

金 る

当 にる加もの

に 件あ参
きるた税 該 違とすっ課

約業 額 しは者契事 金 反
入そ、金者 の た、は

札の消額で

し 対

有 災

は端費のあ 分

し 力

の 子

者 原

い 室

な 策

た 安

一入 全

八札 対

四

時年時年時

務
財 課、 策

時年

分月月分月

年

日日日

達月 日

る の

目
丁

６

也日 時

、数税

か ５

の 効額に、 に分 無金等

とを係免 相

税 当 す切る

第
則

規
。

るすり課に事 各
条



４

合買払募札札北

場支応

平 に受わ要幌幌海

成 は者な領－市道

十 、がけ、５中総

四 れ契及央務 売

年 払かば約び区部

九 地らな条小北管

北 海

事買を北調北

れは権地

な受務受移海査海

ば買

しは

ら者所者転道を道

、、、、

なはをはしは

ね土又買又買

い、兼、

地た地は受は受

。土

道 公 報

２３
応応買

応応、結応

で締
るの募募受

地 募募す募

る込能条区区者

方 す申

、

治 者日力件画画は

自
有は変土

法 ににを数の

要いし、更地

施 必お

第

－－野－

寄寄良

名名富

丁名丁名丁富３

１２１

目寄目寄目良

号

目旭

３４

－－

川川

旭旭
川

旭
川

月 ら項樽３財 の

二 買まなそ－条課

十 戻でいの１西財

七 ６産 しの。他

日

件係目二

を条関２丁第

反を

こ違類

るに書係

す
と

金

でたす

がし示

曜

売者所者
るき所

きと場

引宅引払に要が

の住の

し報地

渡を渡地対の土

むの権、告の

し含しに

を引

の
）かのか求渡

日。日利

るの

らのら設らめし

か
設年をまこ日

５建５定

がら

以工以しでとか

年

には条で５

内事内ての

令 なてな１はの

行

にを

資、い世、引

及募し

昭 格北者帯応渡

和 海
道び１のの

産業付か

年 内破事受日
間５

令 住者者期ら

政 に
を復に内年

第 所で）

をき限、

号 有権つに間

野外

第 る得１っ売

） す

市２市３

西番西番市１

７７栄筆 番

条条町

北北

地地地

宅宅宅

２２番

市 市

光

８番東

条
地地

宅宅

丁５

３条

西８

日

る
め
定
が

道
海

北
、

。は 北な件き年

約
違
を
額
金

内

払了海らのる以

売完
のい行に

地し道な履。

にな
けれ認況か

おけ承。状

るばををら
で

己らな認ま

自な得確

条

有いでるの

所ないす
、に

住売め件

の。、た

個な区て払

宅払

人い画行地

すこ引 の
又者とうを 条

続 の
北でるとき ４

は）
定
道いでき 規
海な。が

該
にとる宅 に

内こき住

所と す
業地 当
営。。用

有て 者
をし る

午平午平午平午

円円円
２

後成後成後成後

２ １ １
時年時年時年時

成前成

平午平

円円

年時年

抽いな

行お

９
て
し
と
金

、

約る選選てお

契す抽
入公公聴傍

に納のを傍
す受の

た通開開の聴

当

地随違
っ知

実た

舗所にし

店の時反
約

買一募契
応

７８

又有

出予の格書

提提受つ資
画が成

期場定区者作

出

す供

のに２の

限所者

６
人をけ

法な 約
るさ 契

出川

募募札提提旭

公応
選は－期場－

抽者幌出

込次及、

申、５限所１

月分月月分

５
日日日

海

電募札札北旭旭北

公

－市道

話抽幌幌海川川

中庁１永上

番選－市道

場及央別、山川

号の５

月分月

日日
市道

話川川海

電旭旭北

受

、山川

号１永上

番－

は

はにのを付

て書る付
員

約り、う定

契よで行
な

を指選のに

書、抽も
次

成の傍すり

作定のと
終

る所を。第

す場聴る

いすす

のお望了

もに希

電定い以否

決つ名要
と

川海話方て上及

平旭北
市道番法、いび

成

募と金

年永上号応る代

山川

資き支 月６支

格は払 条庁－ 総者、方 日

が公法 － 丁務

月目部１開
名の ）会

の抽

書にび３

計

海話４

のよ小平札北電

市道番、

提り樽成幌

出所－

央務寄

定１年中総号名

の

－ 公２月区部
北管－１ 募
抽日３財

２ － 選条課

申木西財及
び 込）６産

富 書丁第

所び区館３６合
条同 小北４

庁 －樽３階４

－条共、丁舎 －１西用名目

７会寄会 ２丁議－

内室 目室１議

及
２ 線

び
富

３６支
条庁
総

－
４
、丁務

名目部 －
寄会

－計
管 内１課

及課

２財 線
富

－び係

括は

、一者。

してるる

金納選

代て抽

買し、

売
契す刻

は入時

一 約るの

八 締こ

五

時で

同ま

と。前

結と分

はよ 線 管きに 内 課と選
、り

財
係

そ買
受を
買者

を定
者予

の受

二良

とる
者す

定定
予決

１

出－ 線 提係野 内 を目

す
る－

こ

良

１
－
野

良

。
と

会

海選

北抽

にに

１
－
野

定
決

て
し。

発に

が場

道

、
し



３４

間称域

期
続

名区存名区

厚檜域平深深

称域

北 海

２

経平

称域間
期

続

名区存

函函線街住東

道 公 報

点川にか区平
間

期
続

存

赤

第

て１

区に成名区

の覧平

そ縦
域供

。月

表る９称域

をす年

示
し
た日大亀進

号

次 北

鳥の 海

獣鳥 道

保獣 告
平護保 示
成及護 第

十狩区
四猟の
年ニ存 号

九

丸
川 沢山成川

関続

市 部郡

鳥
一 城厚年山
己 丘沢

字 獣町１保
町 鳥部月獣

己 護城か区
一 保字日護

区丘ら
平
成 番番

地

館と化吉へ由成

、、 年

館
山市の調町延し
長て年 鳥入交整

獣舟点区番し周
し１

保町を域４な回月

起のとぎ 護

さ起日 区番点設

とにら

１と定番線点か

、とのの至平

とし線８

番この地交る成

のの交番点線

ら域成

地点点界にに年

井にの進

川至字み字及

線り界字尾び年

と、線白白七
と町１

のこと川内飯月

点交字字字日

交ののと

沼ら

にか点尾駒大か

点

至内岳町平

至らに白ヶ

、国り及の、成

り同
こ道、び字軍

のをこ字界川年

郡 面鳥ヶ国

田 図沼駒み

飯 、保頂５

七 は獣岳道

、 海区）と

町 北護上号
点点

部 環起交

茅 道をの

町 活し至 森 生とに

郡 境

同 環こ、 、 部、り

月ス期

二ル間

十法を

七律更

日

。
令た

行し
施新

昭

金和

曜

９

政
年

月

番 番
、で、 １ま１ 地日

３、

地８

番番

及
び

番

りま月

番かにと至囲９

界ら至の

を同り交、れ
の区ま

西延、点こた日

線の至点域で

へ長こに

東か、ら

長を点りか

延
進同のな

たにらこ同

し
函定かさ

とみ設点ぎ

線
都を同を

館館線ら線

函

上月

点北の駒線、９

湾

かに点ヶを

ら進か岳南軍
に、ま

同みらの東川日

町白界進西で

町森字字
と起沼

を字川線み大

道

東

にヶ字の点、

北駒と
とヶ点至大

進岳駒交に
至線の

国字岳にる沼

み
こ

５川字りに区

道白の

自か点 砂 室点の 郡 境の
、 環北七ら 町 然らか 原

郡 課道町国 同 境海飯同

部

び事森を 鹿 及知と道
進 の

係堀のに 町

関町北

に線町 界

庁界み 境

支境

日

第
令

規
の
項
２
第
条
１
第
）

号

番
地、

の
区

のて１

成名区

おの覧平

とそ縦

り区に

鳥域供

保表る９称域

獣をす年

鼻

の市東地大

護示。月

を

ぎ画進界岬

な計に番

さ市みを

北

鳥 海

獣 道

保 告

護

存

示

及

続

第

狩

期
間

猟

び線こま

号及界、囲域

姫東点た

の字をのれ

と
７

交

の

備達を道 線

称域
名区

に岳

置也東ヶ 交

え南駒

５６

い点

期期

続続

名区存名区存

り
よ
に
定

称域間称域間

、
間
期
続
存

区し
図沼田面

特た日大亀水

は獣七囲

保面鳥郡に

別
北護町れ

地、保飯ま

護
道特所区

を海区にた

区
し境保す

定環別在域

指
。活地大

た生護る

ニ 号

道る成ス

一進道れ平関
ル

般み
民豊湧区

律

有頃洞域年法

林町沼

十湧線道月

の敷日正

勝洞と路１大

ら年

林号交をか７

森１
画とにく平法

計線点除

川線みユ

区の至。成律

湧広

樹ト洞

尾 洞郡を大ウ湧

獣頃通町ン沼

郡 鳥豊見

号）

樹 保町しと２側

大
所な町沢を

町 護に、の
の東

花在ぎ界と北

生 区

すさ線

る線と交に

交にみ １
道との点進 番

成

キ宗平鵡勇平

、
道の

モ谷成川払
鳥郡 マ郡
沼猿年獣鵡年

保川 鳥払
１区字１

獣村月護町月

か宮か

護在日二日

保所

ら

区の
キら

平

番番平

１ マ成成 番 モ平

成
ま
で年 、
の
区月
域１ 番

日

区沼

、成

部平

一ら

のか

び

自及

室沼

境小

環、

部
課道沼

境海菜

環北蓴

然

堀敷

関川

び事河

及知の

第

支地

係

交り）

点、年

至道月） 班に同９号 林

第 １り道
こ南ま条 び、を日８ 及
の東でノ

み３

班か進第

林点に８

各号点の

の同起項

１ら

湧交点至ユ
小線に規

洞点にりウ

至りこン

番沼に至、ト
点号

、東り、の３

７線
端、こ

をこのか沢

か豊の 及
起の点らと 番
とから頃交 び
点点
しら同町点

、な町湧に
り の
こぎ界洞至 番
のさ線

沼か

月月 ３ 区９９ ら の年年
ま 域

で

でで び 川まま 及 河日日

敷
地
を番

含
。ら

むか

）

年
月

番９
日 、

ま
で

一番

八３

六

び
及

び

え並

備達面

に水

庁、

るに

班を至定

いに

置也

北にでり

を東線よ

界北
にみま次

東進囲、

、 区点線を
西のの 並
かを北番こ 域

か に
な西に地点 び

ら南

中さ進み界ら

ぎに進番 域
区
の

で
ま 番

ら
か



１２

名区存名区

平 続

成 期

十 称域間称域

四
年
九 当石平森茅み

北 海

猟て 北

鳥区そ縦 海

獣をの覧平 道

保設区に成 告

護定域供 示

及しをす年 第

狩た表る９

猟。示。月

ニし 号

関た日

道 公 報

てび
並ら

そ縦６旭６か

川 の覧平

市 区に成区び

域にま 東 域供

旭 をす年の上で

川 表る９事川

を部ら

町 示。月項南か

倉 し
た日次地

第

北

平

３

海

成 道

７ 告

年

存名区存

示

北

続続

第

海

期期

間称域間

道
告 号

平湧湧平示

号

２
函函

間称域

期
続

存名区

平

月 別狩成南部森

二 部郡町 北郡

十 部当年休森と

七 猟町茅 休別

日

の１鳥郡

猟町月区の部
町

ちか川原

う日崎砂

区
、ら右

金

道成河境

道平岸の

曜 口界 月

法は

ル面

ス図

形年を線

北

律、

法生

年境

７環

正道

大海
環

第部

律活

沼

図の域ま

番 面よ森で

２ はう林
、 、に計、

北改画
、 海め区、

道る旭
び 境市ら

及 環。川か

生
部班で

、 活林ま

番 環の

成洞洞成第

鳥鳥

号 年獣獣年

保保

獣 １区区１鳥 月護護月

護 か別うか保 日特の日

の 平護、平区 ら保ちら

期 成地湧成

区洞間

山圏

成館館

の 年沼年

獣市

年鳥都
域

日区区

１護画

月保計
護都

平保の

ら別内

か特
地市

成
年区公

日

と交

田月点の

厚９起と

線

こ至

らま、に

か日し点
かこ

の点、

側のり

北で

さら
ぎか
な点

域らの

区

９然

第自

）室

号境

線同

知

規課道

の境海

条環北

り係堀

よ関

にび事

定及

境う、

のに

次庁

、支

、 室ち

自３及

然かび

及 環北ら

境海８の び

課道ま各
班 番 及知で小

１ び事

域 び 係堀ら区 及 関かの

２ 支

月更 ９及９

にで 、 庁ま

新 月び
キ）

トで一 まンまの 日モ日

よ 水の の次 沼を ウ部 で
で

９園

域改 区に のう 面

あ

月

の
地
緑
山

で館

ま函

日る

進を
に線
東界
を境

域
区

猟 北

鳥禁 海

獣止 道

保区 告

護域

存

示

及を

続

第

狩設

期
間

猟定

休い

り置也

おえ

と備達

域
区

備達

４

え、 番

置也
４５

い及、

期期

続続

区存名区存名

。
る
す
正

域間称域間称

３

間称

期
続
存名

ニし 号

み至成ス。

進に平関た
ル 町る

律

道線年法

幌で
延囲月

か７

進れ日正

北ま１大

の域平法

と区ら年

線た

ら道にをを道道
交成律

西

塩同を進時西をを

天

進にに

郡町北み計に北

塩りみ進進

幌道に天回

北み郡に道みみ

延を進

道

に西道豊進道道町

町

問上上

所に道富み上道

の道寒問幌

在進豊町道

道浜境豊問寒１

すみ富

幌
町道頓界富寒幌号

る

成セ田成延

岩平ニ虻平

北

内

コ郡 郡

休

岩年休ニ年部

猟セ 内
１町１区

町月区コ月猟

ら

域か区か

区日の日

の

を進平岩

成成

平平

ら域

至の道北み成内

にこ林

休 り点を東起

区

、か西に点年猟

こらに進に

み鳥る１

の同進み至月
にか

か線道崎線日

点支
同北霞右囲ら

らを道川
森とれ成

林西台岸ま平

東点町進

南の森に
班に

界有

進ら境国

にかのみ

町とと渡

森町線林

み森
点山

び飯交檜

及七の島

町境至林

原のに森

砂町

第 点
に年

第

り月）

至９号

、
こ日

点での

のま条

一 か規

八 ら定

七

延線
を、

道り

町よ

同に

頓停停と

道稚別線中別

との別車車の

幌内線と

北延の交線場場交

延幌

とに

進線交点と線線点

交のの至

線と点にのと

至り点交交り

ののに至

越点り、に点点、

熊交

至の

峠に、こ至ににこ

、りり点

を至このり至

点かこ、、か

起りの点

とこからのここら

点、

月月

９９

年年

でで

まま

日日

界進停のた

場点域９

をみ車交区年

西崎線に月

北鳥
に林と至

みと交、ま

進道のり日

点

小交にの

右の点こで

至、ら

支にりか

股点至

計
の、の川

とりこ同

線

にこ区

亀線、画

と界り

田
郡沿の

七っ点
大と

町進ら班

飯てか林

のみ
境亀野

界田町
町の

と大森班

線郡と林

にの

北次

交町の林

の野

の同
点銃

起り

みお

進と

か点点町

しのら幌点の

道町らかか道

、点同延

のら道の同ららを

こか

道に

点同を町道同同北

交こ点右

か道西界道道

同下

に点らを

点のか岸

、同道に

りら道流

至か

線と

に七界界

点と境班

、及北交

り町をの

至飯
こび西点



４

と交こ点ら道

称域
名区

中上

北 海

町東道交域平
間

期
続

存

の

道 公 報

３

域間称域

期
続

区存名区

江元島平三上点

第

１２

称域間称

期
続

名区存名

伏札篠敷平世

号

区に成

の覧平

そ縦
て

平域供
成をす年
十表る９
四示。月
年し

九

野磯の点のか同を

た日

道西

通郡交に点ら町南

ら町をに

銃上点至か同

起、同道北進

猟磯をり

止に点こ町を西み

禁町

進道

区所との道北に町

北にみ大

域在し点を西

るこら西進町工

す、か

町清７

町の同にみ道川

か道み道川号

道点町進

三 点道に点成

御

好 かを進に
線 ら北み至年

り と 同東

、月
日

交 道進江こ１

の 町に
北町線点か

点 をみ差の

のら平

至 西道とから

に
、 進小交同成

り に大

こ み股点国

環成好と

の 町線に道年

銃し
磯 別野

郡 市幌状
線年猟、 上 工

禁こ ま磯 栄

区点 ２町 町で月止の 番
の１ と富

川から 元川 番河日域か
町 幌所 角敷ら同 野に 、

在 山区平
域成道 す
を る 番番及

路地成田

国 ４２び年北

豊

籠幌
川市のを

川

銃東市含年平

猟区道む
軒）１猟

禁丘十。月銃

か止

区町第の日禁

止珠

域

道支域ら区

域の３区

丘成

道線平

珠十
空軒年

月図

二面

十は

七、

日

境
環

道
海

北

金

活
生

曜

線

環
部

手らを町大
川線の

作同北道工号と

道進工９と交

線町に大

をみ川号の点

と
北町５線交に

のにり

江に道号と点至

み央と交至、

差進中線

町線の点りこ

線
道と交に、の

大の点至こ点

、点ら

津工交にりのか

点 道と至を９

軽川点至

か 中のり南月

ら 央交、西

にの進ま

同 線点こに日

か起
道 の至点みで

町 と

同に 東 点、ら点
を 交り

至 に にこ

る 進 至の
をに 国 、か線線 み り点

元９西
の同南囲 道 こら

角境江月に
道 との

進 山界別
日み 号 北

ま町 と

端で道 町 番 番東
１

一 境結好 柳 の のを三 道

の 南東と 田 部 界ぶ線 沢

域 端、交 線 区 西側の 園

３９

ら道に の

か道点 と

東の月

港
線橋
）日

錦間

海珠ので

北丘とま

す
と在

事）所

知橋に

道

区籠
北伏
市る

堀同

日

関
び
及
課
境

環
然

自
室

境

通にりこか同

に
庁
支
係

同道

峡線至、のら町

海

、のか町を

線とりこ点

７８

）の
称域間称

期
続

名区存名

点町にま

らをみた と

か道進れ 号
６

同南町の区
域間

期期

続続

存名区存

西幌り 点

南札至 交

間称

５

、広起こ

側北、 を

篠川

間称域

期
続
存名区

路

達

兜

い
置
え
備

上川

也町河

シ。れ成沼

ネ夕むま平

銃

張
郡 コ）た

禁

長 シの区年猟

沼 銃う域

馬 禁、１区 町 猟ち月止

ら 原 区道か 追 止道日域

林平

原成 に
追平 野 域馬

平旭 ５

成銃別班成 、

猟市の 番
地年禁旭区年

止町域 番１
１域所１

地、月区に月

かすか

、、日在日

２５
平国平

か、らるら

４６
、成有成 ら８

成角別

ら町南同平三
山市

同道東

地をに

猟町

番南進線年銃本

界東みを
南月禁 をに

西１止 南進

か域地

西み江に日区番

進道線みら１

に道差進

み上起平か

点成ら

みを
町磯

班町道 班

野南 道
清崎東 林番 野 のと
班４ 崎 林

に 川線 班

進 林 のと
番 と 界

み 班 林

２ の と号
林 界と 交 の線番野 の 班

点 交との崎 班 と

に 点の地 界 の

界２ と 交番 至 に交番番

りにとの の 点８ り 至点

西らら

北かか

交 にと 、

を

み添道

進道町

に町同
北

町山
道

み

４を進

山線に

添号西

所

線に一

号西

野
る濃月

信９ す
北年 在

ネ線
町
シ沼で

コ長ま

シと日

市
歳 路千 水と 排
と 排

林 ま９
９知９ で、年空年

月森月 、

林 番
地日管日

及で署で 地２ま理ま 番
３

別 、
び

事

番務

地
地所 番

６

３

に 道峠
軽る９で

野下津至年ま

１と海線月、

崎線
号の峡に

線交線囲日

とれで地

と点）まま番

交区か

交至のた１

のに
こに３

に、点域ら

点り

地

、点りで

りの至ま

至

こ 、至の

点 至

の こり交番

至 、点 の、点界番 に り

のの り こか 点こにと９

点り交地 、ら の かの至

か 同か、点番 こ同 点 ら

点道 ら 林らこに界 の林

りの かを 同 班同の至と

道か、交 ら東 林 界町点

界 東をらこ点 同に 班 を

班み を に南同のに 林進

びみ民

及進般

東地点至

島

添添渡

道道林

町町有
檜

山山
号号山

一線線森

八とと林

八

点点区

交交画

のの計

線 地
界 敷

境 路
の 水 にに

含挟
に を

、林 の
区班 域

地び 番及

、

こか、、

のらこ

点同の
ら１

ら道か地

か道点番

番かり 界上 北 進

、

同を

進界ら、 を磯 に みに
東町 進みを同こ

普北地の 林に字 み

通に番点 班進野

と林み林崎進界か

こと 、、班 りり林 至至
こ
のの
点点林



存

平 続

成 期

十 間

四
年
九 界し同線線平

北 海

間称域

期
続

名区存名区

豊勇平穂勇林

称域

道 公 報

敷線このの平
間

期
続

存

し西

第

９
川紋

間称域

期
続

存名区

にら平

号

天と交７

域
区

月 線国所のに成

二 を有か交囲

十 北林ら点ま年

七 進胆同にれ

日

班り区１

し振林至た月

同か

町部及、域日

、東

所ら

道森び

穂林

金 か平 別管
夕理林ら成

曜 張署班同
の延年 線

ダ郡の

進払成別払班

銃郡

銃別界

猟穂年ム穂境

禁別
１禁にと

止町月猟町線
在交

域所日止所の

区に

るを

すら域す点

在か区
別点

豊成穂起

る平
進

をとの点区成

国年ダと

線に
で見除の点か域

北通く交から年

東し。点ら同
通線１

に線）に見汀月

進のりしを日

進でと至

東ら

オみ交、線南か

み

にの北に平

ホ湧点こで

ツ川至点東進成

ー別
ク左りかにみ

海岸、ら進起年

至同成西別
古郡 番番り沼
、汀年川湧 １

銃別 、、こ線
のに月猟町

、点沿１禁字

か区西

番９かっ日止川

各同起ら域に

３のらて
に成在 １地排点平所

、

す 、番水
界左至

の岸る年る

豊こ

の に 郡、

と 点 塩し

に 、 町点

点 り 富の

交 至

沼同

り の 兜ら

至 こ 字か

の ら 所水こ か に排

、 点

るにか 鉄 す岸点 同 在左

ら 道

日 西長９ と
の林側線月

交班境及

に２線同ま

点い界び日

堰

り班南ム

至小をダで

界穂を

同境し堤

、の進
し

らとダ進

か線別西

所

９ムし
町交堰起

同のム

堤同

休月堰、

民
養

長ら

のま延か

地日の所
及
道班
と林

域線同

区で

林び
有
苫

汀こ同み点９

牧班
小林

線河の町オに月

と川点道ホ至
ツ区ま

の敷かをーる日

除同東ク域で

交をら北
進汀の

をく町に海内

点

ち

点）をみ線う

起。道
町西町の、

とと北同と
の点湧

、道に道交旧

し
の１み東に別

こ西進

沿に月別 番境に線９湧
川 １界
にっ囲

沿てま日左 、
っ兜れま岸

て沼たでと

沼の域道 １
兜と区町 番
幹交西 、
線点１

排に号
点 、

左り交 １
水至の 番

地 地 沼っ同 用 兜沿

岸、

沼海、 に 兜北番 界 とて
沿

中道っ

央旅

、 町 水鉄１ 同 排客番 て

と式、 上 岸株８ 字 左道

堤点

交社、 ロ の会７ サ

南至延至

をにのに

道点

側
営東
経の

、
進り長る 境
区

道にりの

点号町端至川

か

四りこ面

ら道西至、水

、

南路

とこか

ののら

ベ

、点か通

番交点見

点用ツ を地
起と番

点の番、

番道

称域
名区

り ら番

、

歌に敷 同番 番 １ 字界路

と の 字 別沿地 所２ と と

っの か 地 歌

らの
南番 字交 番番 別て地

点 １界西界 歌
至 字沿にを 別 番に とに
と
っ進南 のり 歌

東道に 交 別、 番 てみ西

同 １

地別端の地同歌別

交所 番 と別 番

界番 界道点か
に 番

直字 沿 と番と に路をら

地 っ線歌 っと 字の 敷 沿
別番 と てで別 て字 歌地

北歌
界 の 北結
東別
に 交 東ん番 番に沿 点 にだ

み字っ に 進地番 と進と

ッ至字

歌て 至 み点と の

ッ所プ りり

至にロ同新

別 か川 、、

浜歌 進
みプ

同同 ら左 字川

所所 番
新と かか 南番 新右字岸

と浜同 らら 東と 浜岸

字字 端の 町 字

新歌 に交 番
浜歌 浜別 至点 ２番 新字
りに のと別 コ、至 南

同 番番

字

り 東番ロ

新と番の字進

新

と点浜 番 み の新 浜１交

交浜２ 字

のに新 点と 番地至

至番り番 との番 浜 に

８ の交２ り界、

をの 、に同番 地、点と

界新直地 同沿所２ 番字
らの に浜線番 所っかと
で界 かて
北字交 沿

結に ら っ

え幌し
所 銃１ 郡同 も番 泉 り、

交 もら 禁の りか 猟と え
新 域に 字道 区点 町国 止

至

点 北同 国を、 の号り 浜

と に路進

と至か 道 進敷み 番に所

字と歌 のりら 路 み地字

同歌 地 歌の別 地、字 敷

番別 と 別交

所点 界の番 かに に一 い 沿番 ら番１ 地

八 た っ１ 字１と 番

九

道交 をり てと 歌との 界
路点 南 東、 字 別
に字 歌 敷に 東

番歌別進 り 字にの 地字

み 歌至 、交

別字 別り 同点 界
所に に、歌 番 沿同別 か至

らり っ所番 番と

との 字 てか、 と

交番 歌 南ら同 字番 の地
別と 点界 別 東字所 歌１

に歌か にの にら 進別交 至沿 番字 っ 番 み点 り

に 、番て と 字と歌

と字

端北ッ番 所、 ２と
北所 字歌

と端プかの同

右東東か 新別

道と川ら

路の
敷交にら 岸端 浜

番 地点進字 とと

地交

番と とをん歌 のの

番点

１の の直で別

と地 交線コ
に直番 の番 点でロ 界を

んプ 沿線と 地界 に結ッ

沿 りだ川 っで字 番に 至

に てん沿 字番 東新点

界

に浜だっ 新

至 南

地て 浜及 進

り 東び み番点北

字 字、 に

至に 新同 新 進番９に東

字字り進 浜所 浜 みとと

字か 新、み 新新ら
所新 字 浜浜番 の浜同字

１

新か浜 と 番

番番浜 番
の とら 、 と６字字 字番 地

西所 道

か に
浜
字 コ新

み と字
進 号ら

新 ロ
浜 ッ
プ
川番

岸字 番 右と

番 進別歌 国 の浜 旧 と新

地至 に

１ み別 のり 進

、 番 と 字交み

所 歌 別点字２番同 字 歌

に歌の１

別至別地とか

至 同と南 の 歌字別

交 別歌り 所道西 別路に番 点、 か

敷進と に同 ら番

か り所 字南番地み字 至

結 、歌

、 歌東との字歌

渡 同南ん別 にっ 地を て

沿て 点

っ南 にり 所にだ
点と

てに 至 か進、地番

ロにみの

南り進 らみコ

番番 新新 字及

東コ、字

浜と 界１ 浜浜 新び新１

浜字の にと 新沿字番交 番
１ ９１点 番っ新 番 浜
とて浜とに 、 ６

道 交
新
及 起字
１ をと
番 点）

と浜字
び 点



の 北

鳥と 海

獣お 道

保り 告

護狩

存

示

及猟

続

第

狩鳥

期
間

猟獣
ニの 号

を及か平関捕

北 海

進班み別林り点こ

道 公 報

ての同号点班別

第

間称域

期
続

存名区

点界 平陸足

号

平
成
十
四
年
九

ル

見びら成ス獲

ら号南

同 通

林年法殺
律傷 小 し
て班

同界月を 班

日正む 南 見を１大含 の

以 小 しにか７。 側 通北

をみ平法下 班 線進ら年
第じ を 東起成律同 界
に点

。 東 進に年

ら

界の み陸町班、か

に

こ点 、 同別字

林町陸小の同か

か川
ら 小 班字別班点河

陸東の陸 班

西ら敷 別

側同界 小線別 と

と町 班号小号を

交陸 線班線東 小 との字

と界をに 班

点別
み 小に東 小のと西進 の
班至２ 班交のに

線 の点交進

界り

小 町 線 同点小かと

班 字 を 見か班ら
林班と 陸 東 通ら界同小
別 に し同を

東 進 線林北班の
小小 ２ み を班に

界の
線 同 北界進小班班

陸のと小
と 林 にをみ班

みに別西の班
の 班 進西

交 進町側交界 点 み字小点と 小
陸班にの 班 林に
至 と 班

と

銀し林 林と 寄 成別

班の 郡
、交 陸 年河、班

のこ点 別

の小 に 町 月森

班か界 至 字 １銃林点班
、 か禁及らと り 陸 日猟

の 別
にこ ら止び交

成域有点 林 所の 平区国
林に 班 在点
と すか
り 国 るら 年十至

月字と西

二歌のに

十別交進

七にみ

日進起

字道至 と国に １み点 番

る 歌 金線
とに 別号

曜囲 の

を 進 み至９号） 交 番ま

第禁 み 同る月）

交線
で日１止 点

までノる

に林囲ま条す

とる第

り界れ５。

至班

の

の交域項

この区５

、
りに

ら至定

かに規

点点

を清 及、林と 小に点み

班至
びこ班 界り見水 の林 と、通川

班か のこし河小班 小点

交のて川班

陸 点点同敷西小 とら

にか見界側班

班町 至ら通と小の 小別

界側 の字 り同しの班北

を点と小 小陸 、号線交

のを進にの班 班別 こ線

み至交 界界

別界至交
点西

と林り をり点 、 班号見、に 小
線通こ至 班こ

班 班としのり のの 小 林

班か 西 ののて点、 小点
らの 界ら 側 林交同かこ

に通同点 と同 小 班点見

界 と至し小か の線 班 界

点北 と のり線班ら 交を
を小 にに の 交、を界同

のに東班 至進 交 点こ北

９勝

に
、 有 一 月東
部林こ 般林
の

ま別点 有境班 日陸の 民

か 林界と

でを 林ら 十
と林 森班 に 班同 勝林 南

計林 み の班 林の 進
林
界班 区界 町 班小 画班 同
の界 陸を 有

日

域 至 の区 に とた 点 ２れ
か 沿
所 に
同 界
、 番
り 地

に
道 南
国 て
ら っ

進号

、よ

の、 班こり 林
点次

班署

班小び林うい小理

は班班ち小 へ

か国班 、、 の、
林 各、 有 ら

班 小 林林か 林 ほ

かに同り点 をと 号

班い

交 と ら進点、に 北の 線

同みにこ至 に

至のり点 小進陸

及

厚内町び北町町余
、

山虻び
市 田町、厚檜、

部部町田岩
町 郡及鹿沢

田上町町及郡内
及 厚び

み 点

村磯、、びニ町
び

を 、同 に 至点進に界 り
同み東 こ林 至 りかみ進

こ同の小陸班に り 、ら

の１２

、

カ獲捕札

お平捕シ捕

と

をの獲幌

り成獲

特

止止禁、

定年禁禁を市

北 林

獣月及の止江

鳥９

交を 別

見 町に 点
林起班みし

を林通 有進
北

鳥

２３

海

獣 道

保

シ捕北捕平

告

護

カ獲海獲成

示 を道を

及 第

狩

禁の禁年

止区止

猟

っ 道沿 国に み

す域す月

て
を

成獲

平捕
１

月す

９止

年禁

川 でのか 林 班 班ら 上 ま

ら 班 は い中 の区
びチ部 各域まは い 及、

で 班 ろ及森 小及でま 小

、各及 の、 び林 班びの

リ管 、

東林び 各理 小の林 川班す

班 町のの 林班各署

班小 、い の区各

う域小 林 ろ班小
班 林ち、班 班 小、
国空、 、 班

、町砂爾今セ、
赤

、 班

宇
川 浜、原志金コ古

井

、、郡
村 益亀町郡町町

び部小真泊
、 郡田及乙

益大森町樽狩村
上 浜郡

び
郡 村野町及市村及

川

島留神
上 、町、び、、

越石牧寿恵
川 函、山熊

市飯郡町郡都内
町 館七

、
う 、町八、島村村

の

内す別

ち 松、雲久牧、

び の
獲限区、

捕日制容る市

止特市

禁る歳

をす域千
市

制獣庭

び鳥恵

及定、

。広

る類北

す種、

限の

ニ 号

域間ス か 区期関 日 るる

ル ら

法

ま律 日

る

律
法
年
７

正
大 で 類

種
の

獣
鳥
猟

日狩

、いか 有知

林郡林 及ら林 林

上南班 班 林び
川富へ 班

いの中良、 い ま、 班ろ

小 で 各部野ち

各 班小森町、 林班 の 小

林 班 、林のぬ 班、

管う、 、 、班 理ちる 林 署国、 林の

有わ 班区 林林班
班い林か い域 班

喜積

上ら 及 い 、林い小

郡、茂丹
国 前戸町遠村

町び大寿別郡
有 郡井及

上 前、長成都町積
林 松

京町
川 町恵万町郡、丹

奥都極、
中 及山部、寿

及、尻町町古部 び町町

林 島び檜郡及及平森 福

倶古管 町椴山奥びび郡

町松知平理 、法郡尻黒

村差、内安町署 上華江

島
郡、町瀬町町、上 磯

狩

海石

北、
市
狩

石
、

市

第

及

堀町
別

事当

知郡

道

項
１
第

６
ノ

条
１

第
）

号

海
北

規
の

一道

九知

〇

川た び か ろ班小班

堀
事

南ま 及ら、 い班、

小、部で は び美

林 班森及 ハま瑛

林び ので町林班 、
の班い管イ 各及

、、余川

部上郡磯岩市事 知茅、

所 町郡ノ瀬谷内郡務 内

郡郡仁 、南国

木茅町町蘭共木

び

、

古部及、越和町林

よ
に

定

、

也村
津

達篠
新

也
達

次
、

り



、ほ西

界進順西み班南

をみ次に

平 小、 進順 南

成 班北 み次 西

十 に林、進林と西

四 み班イ、 進班

年 、わ小南 みほ

九 小班東 、小林

北 海

み小同 界班と林

、班小 班 ととの

と界

界 のろ交林ろ界班

い班のを

を 交小点班小

の至小と交西

北 点班に
進 至小り班ほ点、

に に
り班、と小に北

道 公 報

及郡との林北に
進 び礼て林班西
北班
み れ文い班界、林

の町線界を

各、とに東東の

順班
林 小利の至にに林

、み次界
班 班尻交り進

郡点

第

及 らすあは及林

び

でいお 林 よび 及かま班

んゆ及及の 班 まイ びら

各 、のまびび各 い での

班 班 小 イ各であろ小 小

ら各、 、 班 か小のかの

班各

号

ほ各

各小らの

の各かハ
で班

班、ま小

小班
、
林の、

林班各

班ほ小林

月 班の、 班班

二 とわ林と小南

十 林ロ小班イ班西

七 班小班と小界に

日

のの次

ち班と小班と順

小小と小交進

小のイ班

に、

と班班イ班点み

班
ホ界の小界

金 小と小班と至

班の班ののり

曜

点同班

の交界小交、林

同ろ班至西

み

小点と班

、界
同と林小のりに
同次

林 小の班班小、順

小界小進

班 班交界の班

に西班と班み

と 界点を

を
南至に界の界、

林 西り進と交を

班 、、みの点西

交にに林 の 西同

点至進班 林 、小

班 北班林にりみと

西界班至、、

利を同、進と
と 、

界

みの 尻起林 林、交 林 町点班

点 班班 及と界林

に いの びしを班

り ら林 利、南い林至 か

班と、 り班 尻同に小班

同 ま界 富点進

と 士かみと

林 でろの 町ら

小林班 、

交 、国

を 、点 斜有林班班界 る

ら、

に 里林班のの

、小み小 ハ

班ま班林 ま林

班班 で班 林、で、 林
のい 及い 班い

班小、林、 びか い林各

は はい班わ班ぬ ホら 、

よ らま 及か、及い、 か

びか
ら、 トで びら
班のりた まの なは林か

らでは各ま及 で各 かま

各班 う及、小でび の小

かび、い

い及班班

、お

及 らへ
いの

ま各班イ

への林び

イ、び小

、班及各

で小
ロ班 及
び林の、

ロ班各

各か班班

のい小林

日 班にの界に小と

界至交と至班

とり点のり界
同南班

の、に交、を林

小りに小西の

交同至点

北班

に班、至班、林

点

小、を西界

至界同り界

の

、北班同南、と

りを

班に西交

同西界小西南

班南南界進、点

小、を

界西西をみ北に

、をとり同は

、小小林 と 北北

同班班班 の 東に

林 点 、進林小界との 交

南小班 に

北み班班をに

の界 、

林をに班界 至 北

の 、

西林班南進のと り

、班交 同

、班界東み小

の南は界点 林

北とと、

に

交、小とに 班 順

り を

次林点南班の至 界

小林北 か

進班に西と交

班班に 、至 郡網と

斜走

界界進 おり 里南

ニ同 町部林ととみ 、、

森班のの

及林 た林の交交

ホ界

だ管林点点林 び班
至ろ のを

し理班にに班

とりり小 各北

、署界至

金

の、、班 小に 山
のみ

川林交同同と 班進

本班点小林は

びと班

流とに班班小 区

でな、、るの 小、 ま

、各 班のかちわ小 、

林 各ら、林
班 か班

ま、い ら、 林班 小むる

班い 班

、 た

いか 、でわ
のか林 ぬ ま
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ろ 、
らい は え、 かか、 か班

ほ、 と小 、ろ 、、らに

れか 班 は さほ 、ま ま か

号

つ か、 い い、

班班ちい
れ び る へ、 及 ら らは か
で で

、 つ ま ま

各 小 、のゆ

月 小 班 、 いの班 各

二 小各の 小 班 、

十 林 班小区 班 、七 林 班 、班域 、

日 、及 班 い

び 林 林小、
班 班林、 林
班 班
小、尾 、 、林い い班広

班、

金 町 い 班い か 、林の ら及 、林

曜 班う び は班

林、ち

び い イ林 理 区

まい か、

の班 署 域国 び
、有 、 イハ
の 各い

河林 イ の
班班 西十 か 各林各 小小

班 、 、、 郡勝 ら 小班小

芽西 ハ 班

、部 ま 、林 室

林森 で班 町林

管 び 林い の班林 班林 及
い び理 ホ 班小 うい班 及

の署 い班 ち及

、、 び 国小
各大 有イ班

い 林イ びび各 で及

林 ろ

とロ 、 十の へイ小 、び
班の い 勝 かの各

西 ら各小 か、

、各

部小班 ら
森、 と林 い小 へ
ま班 班班 ま、 林、

管ろ林い で、

で、 の

はいい 各林 林 、理、班

小班 班 ち署

、 及、い い 、
、、 、 ち林ろ びい 班

班、 イ 、ろ 及 い

及ら 、

らつで、 で びろ ゆ、、ほ 及 つびま

、、 イで のか 林 まねへ

い 、らへ の、 各ら 班 で

小ほ 各は 小 みか
、ら 班 、ら小、ま 班か
へ 、 ひう班はで
及 、か 、ま

び ま ら すで

ぬ 林で 林は 及、
びの及 林の 班
、い ホかび 班各 ま い班

小ゆ わ へ各、 、

小 で

かたび 、 とら及 班 、か

も ま らの

でね小 班 ま、各 林 ぬで
い ぬな、 、 、、班 い
及 、び及

び お林 る

日 国 班ら で い林有 の
班 各ま 小班林 各林 のほ
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、、 、樹

班森 班 、林 の 林、 小樹

の ろ班 各 十

、林い 小 勝

管 及林 区及 班 西

理 び班 域

セ イい 及林び 部、

及 び班い 森ン の 林

中、 管タ 各林びの 、い
の小 札い 理ー 小班ニ各

班い 署林 、、各班 、 内

小 ロ、 村班 イ

の、 及 林班 及
び 班の林 び う 林

いは の 、 ち、 び

小及 各ろ イ
の 班び 、小 林ろ

いろ各 、イ ち班、 班、
、は 小 及の
及 、

班 び各 林か

、 ち小 ら 班林び い
、ろ班 い班イ
の の、 及い

び及各 各ま林 は

で班 、

班 班ろ 、 に林 イび小 小
各の の、 は、 、班 のろ
は 、 にい
、 小各 区

の 、班 及 い及 のらと い
び 各ふ

に い 小ま各 な 、、 び

班小 で及 ろ

、班 、の び 、小

、 え各 え ろ班林

、班 、小 の 、に て班 各 ろ 林

、 班林 及、 小
班林に 、班 いびは、班、 ろ かロ

い か らの林に

小 ら、 と各班

班 、

ま小い 林班 へ、 は

ら 小、 かか 各い わろ の

ろ まま 、、 つほ 班ろ ら
でで

及の、

いぬ お小 班、 び各 林は

ろつ 各、 、、 の班

小、か 班班 林 は森 、 林
班林林 、班林

いに班管 班 、
い林理 、、い

と班ハ班林

、

小

で、い

班林、、まい班

、班り
、 いのイ、 林
小び及

る班 林、各及イ

り

、 い林 ロ イ区班 ハ ち 班
、班 小域 の の 国

班、 各 各、 有

林 い 、林小小広
でのる標 おな小

、各、津 班 、及

、の おびは 林 、小わ町

班 班 お、、かう 、に のの

、ち イ林

及はい 班小 域林 かト、

、班 及班 ら

、 、い か にび

お び

ら及 ト

、 ま、林

か、

小のぬ林林り班は

とロ のら 、い 班班 班、
区る ぬろ き、

及及 い 、 、
域ま 、

ほ 、

、で る、 びび は め

で、 は で班か 班、 ま

、、ら い

か 、ほ ほ 小 と

班林まらか へ

、、、

れ班の班郡ヘロ

、班林 小 、いい厚 各小

にに 班、班 班 お岸 小 、

ロ 、 、町
の か 、、 イ及

う 、林 ろら

、班ま とい
及
セで十お

、 林、、で
部 ーイら 東 タびか 勝 ン
のお
森
各ま

か いわ 、班ロび

班い 、

各の

ら 、、 ぬ、のロ

は よ は、

班班小

かま 、か林小各

らい、班

らで はか

、 、そ、
まほ れ及 ほ

で、 まび林
い班 ら、へ でイ班林 か

へ つ各、い りら、 、の
小イ、 ま、
と つ、班及ろ で、 、む

か 各区

及

た国 、

、 おか有 ロら林 小域 班

よ 、標 、ら林 、へ班 班

津 イつ根 ニま
で 郡 及ま釧 、 及

、
へ 林中 びで東 びよ
及 班標 ロ、部 ホ

林 各

び い津、 のら森 の

小ら管 小
かよ 町と 各か

の、
各 るうち 班う理 班の ら

小 まち、 、ま署 、

で で国ち

に 川、 、イ ぬニ か、

班
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上か わの、の
小 ま 郡か か各ロ 、各 し

た

び 班 、班 で 標ら ら及 小
ま まヘ の れ、 、 茶た そ
ひ 町

区 、

、での ので
域 れ

林 ひ各 、 う、
小 そ ちイ 、、

国及 そ根 及班

つ、 有び 、室 びロ 、班

林ヘ つ市小 ひ
か 根の 、の班 ら の

う ら ほ林 林 、び

ま び班 ロハ 林班 ち と 及

の 班ロ 国

及で有 イヘ

小 、 び林 か、小小各 い

、、班 は ハ根 らり班班
、 、釧 のハ、
西 各のぬ に

部 各 小、、林林

班 、ほぬ班班林 森 小 班

ニロ班 林

、、ホ 管 、

お へ小小 理班 林小 班 及

林

署 、

、び
理 班班及

管 林小で
イ
署 い
及

の び

班 い の班小 班 ろ林各 林
り 小か、 、 各い
班ら
か
まら林 、は

班

でる、

、び、
ロイ 、 び、 む
、 の及
林の及 、 ね イイ

小ロ 、 ね 各び
班各び う
ハ
い

各 及 班の 、及班の の 小

小 び 、各 ねび、
イ 及一 小か林班 の び九 林班

なのら班、

三 班、 各ハい のま及林 い

班 小班でび班 及林 各小

、林

のロい び

、 、有
り わ林 林林の班 、

班班かい か 、根

くび ら か釧林 なほら及

、
部い ぬまイ る 小、東班

森か 、での ま 班か

林ら る及各 、で 、

、び小 よ、
管ほ

おハ班 、わ
署で 、の、 おか 林理ま

、ら 班、 ロ各

イう るほ 及小林

び班班 林 、ま 、

む 各林 釧各 つう、

ち 、 小班 西小 ま
班い 部班 国

森、 有林 でね
林班 、、 、 、
林な おへ 根い 管

、及 、

東ら おび イ 林 理林 釧か

い 部る 、ヘ 、 班 署班

い及 森ま イの ロ
か

小 び ら 林び 林で 及各 及

わ ロ班 ト り 班ト 管、 び

各 署か の、 の ま わの 理

イび、 林、 班班
、

と、 班イ 及 い かの林林 び林

ら り班 ロ班林 各班 か ら

ハ の班 ハ 小ニ

まロ 及 小 班 に

班び 、 ま で小 各
で 、班小 小
班、ニ 、 ぬ、班 の、 林 、

及と各 班林 び、小 林 と 林班
ホ の班ハ 小 ち班林 班 イ

班 、班 、

林のま

ろ

で 班各
班班 る い小林 、

小

、 域 、、 わ 区 班、 のい
ろ

、、 わ
足

、は 郡か 班、 寄 林、は

町る い、 寄、 れ 、足 い

各の、 イい 班、

の及 、小各イ

班小及 各び 林
か た 班、班び 小イ 班 林

、ロ 班ほの 、小ら林

へ ホのい 班 ロで わ、

、

の か、 の区及 い 及、 、

と 各域び か び
のび、 小及イ 、ら ニ及
まお、各 ぬ ね班びの は

各 で

、 、各、

ら 各 よ小 、ね 小 小 、班

た、 林ま 班 班林 り

班で 、 、班 、 、

ろ、 ろ なぬ

、林、お 、、

小 各小

、

の ぬロ

小班班 小

び ぬ班 班、 、林 区及 、

班 域 、 、及、ニ ホ

び厚林の 林小

林イ林岸班班班各
、

、 つ う ろか 、 の 、、 つ
ち か

、た 有お に、 国、 らよ
、

ま林



り進

に北を班班に至に

とり、み

進東北と界至

み、に

の、同、 北進
、み林交同小は

班点小班小 林北

のに班界班 班西

北 海

交と、

う管のの界り

ア

署班点の同

捕北ち理林
界に交林

獲見金

の市山

と至点班 制、川

至を

限網本林のりに界

を走流班交、
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域捕平獲

臼か有び区捕
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交線班林く禁年限

点を２班。止
１容

に南か２）す月内

至にら、る
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林へのし界同に

各、に点

い次 小同至か 林、 班順

はか か進 班点りら 班と
ら らみ 、か、 、ら同林 り は、

同林 り

川班 、林班 ま ま国

号

各理
林 小署

平班 班
成林い 、
十班及 四

林いび 年

班及イ 九

南に

ろ、林林至界をと

、南に小

小北班班りを

と同東進班

班にと界

と順

の林、みの は次

は班

小進林交班南、小

を南小界

班み班点界、

林至西西班と

の、のに

班小班りににとの

小い

小点

界班界、進順ほ交

進班に

ととと同み次

のろの林

、に

す市左と点同り北

に小 る、岸

至班同進 区紋河

域別口林り界林み

市と班、を班

、ての同南界
、北班

網い林林西を林

と界界北西と

走線班班

郡
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班

琴点りに北み林

村を、進東

ま、間か

り進８３期日
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こ起で５ら
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の点
点に
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らるら７年
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日 線ま、
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右界 ぬ班と で で道
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、 か
のと わ ら林上に班 ニ線
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班 小交 ら まのに

ね で区進

界 班点
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至 班 で なび有東
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のハで 日

班
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をにを班の小
班界同に

南至西と

西りに

界と小順

の
、、進

、起同みに
次班班

女点林、順林林

満と班

進と界 別し界

と 町、を林み
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林交 美点にい

班点 幌か進小
班林至
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と同 里網班班
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くい に 小河管
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、
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次 りを北西

小 進 、南西に

班と
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りロ

林、進次班、

小班交班
班北み進わ

斜南

班の点界 里部

班至北

町森林界林にを

み理郡至界北

の林班と

小西国署斜りと東

ち南
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町同交順 の順林

各キ

小次界林と国点次

同る班場

、す小ー

り在
点民並の

界界林交同林西
に とと界点小班
を班
進 ののにに班界林
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のと西、進の

小班班界
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部

のイ小のに

各
森
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と班と

班小界

林ホ班

小小 界西、み小
、班林班班 をに

と班との 北順

イへロ小 西次林

班界

に進班林小小小班

のとのと

進みる班班班
小ロ小の

み、小と
班 、

班小班交 と
林イ林界班界点
の至

林班小班とのとに

交班交り

班と班のの小

の林 と

至み

班進と班標有に進

郡界り国

界みのい津林

点班標を、有

と、交小

の

にと津北同林 交

班走

点林至ほ町東林網

の進界南

に班り小とに

同の境みを部

至と、班

り

国小界国北森 、

に管

同林有班線有西林

の網進理

小班林界と林

て、南西小
、

班の界と

にに
至至西同西に班
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林 りりに林、進と
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小と

班班界点次林へ界
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班な点
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のり
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小界小 同至小南
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班交、
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交り界

の至班

と

小班点界点、
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林班界にとに同
り班

林班界と至の至小

、点、界

班のとのり交

交点同に同を

の林の交

班界点に小至小北

林班

界に

界とに至班り班西

を同を進

との至り界、

、同北小北み

の交り、

点に同林東班西、
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に至小班、界に

走み署
至り班界北を進

界林にの交

を班沿交点南国

北界っ点に部有
界班

西とてに至森林林

、管にと

、の南至り林

西交西り

、点に、同理至

南に進同境署り
、林 、至み小界

同班 東り、班線

有林

、、国界を林国の

にと林班

南同有を西班
界界

、林林南

森林林ろ点
西班網西進

西順林班班小に と 、に

り 交 に次管いと班至 の
の 順進理小

小、 点 次み署班
と林班同 に 進国

は班界小 至 み有

界 、

、林林小のと班 り

界班班林の

ととの班交を 同

小界点北 林 林の

班とに西 班 班交

進 を

と点林界の至に 界

に班と交り

交を

班、界、班界の界

林の点西

界同を北のと

西、班交にに

を小南西

西界に南界点至進

南班
、を進西とにりみ

西南み、の至、

、西、北交り同

東点、小林 北に

、に同班班 西進

を小

にみ林南至小界ろ

、界西班

順、班東り班

ほ、 次

小南同をにと

、界南

り班、

至小西
進

西

班西北

林北、

同を西

を進に

界に

一南み順

九次 西

四進 に
み班、

進林み

、ほ

、班

り、界を西北み林
と

、同を北、西

同林北東北に

林班東に東進

班界、進にみ林

、

界を北み順、班林

をと 、界走にみ

西交

北を南進国林南の

林の、点

西北部み有班

林斜界林西に

、西森、

、進管里に班、至

西に

至のの点、み 南
い に

林り林交に同、 西

り班小 進

班、班点至小

と至、界み班

の同界に

班有のり同を、と

林国

、

み小

み林班西林南進は

界、ろ班

、班と、班東

わイ北

小小西を南小の
と班

林班班、北、班小

班との南西西

小
班林

班

ち小小

班ロわ

林と班

小班



林 のと班へ

平 、 、ま班 、

成 林林 い ぬ やで

十 小 、班 、班 、

四 る えいい 林へ班

年 、 、、小 、か 班

九 い

北 海

ちいまる及は は

、 か 、、び ま で

班へ にろ らつ でれ 林、
、、 及の か ち

、わゆ い

小 ほとか、 、ま び各 ら

いで に

道 公 報

及鹿へ班林除いに

町。、、 び班 追、、く

といと は ロ

、）、 の、
上ろち 林 各ちに た、、

、 だ、 、班 小

に し川

第

班訓布小 に

、子た 町班 至

府林 、、 だ る林

町班 し 線班白い 、 にイ林、

い 村国 囲小班置林、 滝
有 ま班イ戸班

号

至線

のとに界

班界点境

界点、北

班交りを

林の

さら の至小に

とに同東

かと班

月 、、 か、ほ 、

二 ま は林 れと ら

十 で 、班 ゆ、七 つ ま林、 はい か

日 、 ら

ろ と 及 、 で班ほ
か び ね 、い
で班ろら つ 、 みま小、

のほ ら 、
かか ひ及、 各金 ま 小 らら 、び

で 班 うろ すイ

曜 の林、

で び班 各へ ま 、 ま 及

班 まからゆ

か、

ぬま らり、 で及 、らた

び 、 は及

も ほ 及まで に

び

まびで、
班 でロ、ねの か り林
小 ほい ののぬ の、各 ら
各な 、 各、 各

び、 る 小い 小ま 小及班

班で 班

及 班、

、及お 、 、わび びの かろ林 各 へら小 林班 か

、郡ち ロ、 い 班

か 林

かろ 、 、
国新、 及
ろ、 びら 有得り

林町、 ほ 林ニ、に

十り ま 班、 のろ
でロ の各
びだ 、及 区小及 勝た 及

ロ イ 部し へび 域班び 西

の の 森、 、ホ を、
各 林国 りの 除

各

小 管有 、各 く
）班 班 理林 ぬ小 。林小

、

、 、 署十 、班 班

ろ か 上林 れ、小町、 ろ

班、湧十 た

、留及 ら 別勝 区

辺び に 町西 域林

蘂は ま 、部 及班

各 及 湧森 びイ林町の で

ハ佐小 び 別林 、小班、

別、小呂班 ロ 町管 津班
班間、 の 、理
滝署 町

各 の町 、上小 清林区及
、班 里班域び班 林 町林

を、

点、界み

交り班進

り班にい

至小西て

に同
斜の

同をみと

、界進線

界に郡点

班西里交

林北
町り

南み里至

を進斜に

西、

日 、 で

、 ホい 小

へ 、
は の林 の小 班

、 か班 各か 班 、

は らい 小ら 、

ふ、 班へ

林かま まい 、

林 班ら

、で で班 いは

ろ及 、

で 及 な 、び え 林ま い 、

の て い及 び 及 ろと 、 班

え各 及 かび い 、び

い ら 林つ

小 小 び らに ろ

、 いほ、 班ま ら 班班 班
かまろ はで ぬ い

及 ま か
らで、 、

び で ら
、お の と林 ちのろ へ

小 で との 各、 ま班各 ま
、、班 の 、各 小は でい

、ぬ とろ、 各 と小 班、

班 小 及、、 、 か班つ びろ ら、林 、 林か ロと

とら 班 の班 林

東勝 ぬ、 い 、

か 河大西 か ら 東雪部 ら 林

音班 ぬ 班 支森林 に 郡林

に 署班 林 ま

い 管 で 更まい 、

、 理 及 町で、 に

ろ 林署 び 、及い

ハ び

、、 班ほ東 士び 及

大 幌

、 か雪 町の ほ かろろ は

ろ ほろ ら支 、各 の、 ら
ほ署 上小 各、 士小班、 ま

ろ 興い 町イを常、 班

ま

小除呂、 か 部

。、ら 町イ 林 た班く町
）紋ち 、及 班 だ、

び い し

及別ま 西

ロ 、 、

、 部の は 国林び郡で 興

有班小生
及小 林ロ清田イ、 村各

ロ及 び班 網小水原、に

、、、び 雄、 走班町町

南、

ニほ 武 常遠 部

呂軽林 の 及 町

と、
森

に

清同 進

とら

、班町か

み林里点

た
小のて

線に

班と界線

林班境い

班班のっ

小小と沿

なイ
にに

ハ小点東

との交て

の 小班

まは の各の班 班 、 ロ と

小 か 各小各、 、

で班班 、小ら

か
、 、

びロ及 町

と の 池林林 及びら イ 、

い ハかま 各 田班班 びイ

小 町い

、う い 各い ま
、いちま 小か、 で林班

ちい 班で か、 らい 班

セま

、、 、へらつ、、

班各小 い班
、、班で

の及 小小 林ン

班班 班タ
区び

班域イ 林 、、ー 、 林

班は 幌の では で
各は 、林 町、区、 の、

班に 及域 ほ

をい、、 び小

い国ハび班林班班

、 、

の管

の 各区理 まい い 有ロ の

班 十各 小域署 で小 小 林
班を大 及班

ホ 帯

林林郡町班 各 び 、

班、 の 広

管班端、い 小

町瀬市各、イ

理ロ野丸

いは班い班くい

、

署小

）

い 及 班、、、。、

林
いいろ び い、

、 小

至進
班河 、、林及 イい

小の、起

のとりみ

班界
林にいび

班交同点
の は ろに、 班ち 、

、、、 ので ら

各 、、、

のり 、 豊りは 各ハ、 班

頃か、 小
班各、

町らに

及る、 林、小ぬ

班 まほ 班、

、 びぬ 、 本、 林 で
、 別へ 班、

とお 林 る、 林 町
足らいイ 、班 、及 か班

イ 寄りか及 わいび

ろロ わの 郡まら 、び 、

班 林 、をの い か除各 林
、 ら林 班

班 い 林く小 班
、 い

まい 、 班。班
及 は 、）、 及 でび及 の林び か
い 各班ろ ら 林び

尾班 林の、の ほ 班広林
各 ま い 班各

小 で 小町い

班班 及 班か 林 、小
班
だは い 林、、 び 、たら

へ 班

西班 、除樹 び、 勝小、

イく森 の林 林 部、
。林 林 各班 班 森

）管
及 管及理 林 班 小い い 林
、班 び 理びセ 班 い 班小
、 い 署更ン い 、
及 い別タ

びの 村ー 、 林

イ 班林ハ各林
班 、
各班、 広林 か 及班の小

尾班 ら び、

小、 郡、 ハ林

イ 各 、西 及 ろろ班び の

郡 び 、、い

イ ろはの 、 小

及ろ各 班 林芽

ら各び小 、 、 班室 かの

い町 小イ班 ろ

林 及ろの、 、 班

ま班 びた
は 、各

でい イだ 小 のし林 及

はび 各、班 び 林班 、及
、ろ 小い 国 イ 班、
の ろ

ろ 各林 、林 トの 班、 有

、

は小 にに

班 及各 、

ほの はに 、班 、

にを らほら域 か、か区
除 か は

、。 でほでく まらま
び 、か で及 にほ ま） 、

と へ清 ほら 、

各 で 足に 水

かは各小 、 寄ま 、、の
、 、、小班 ぬ 町で
班 は及、

たと れ

び 、、 、 だイ、 る林 つ

のち し

と つ各、 、林 、班 、

一 小ぬ班 国か

九 班、 、ろ 有、小

五 林よ班
班 、 十、の 、ぬ小 お

区 た及、 お 勝
東林域 び

小

、

林しま いの
班、 、各林 班、で 林班
い は小班 い国の
い 小有各

小 、班 班林小

班 、十班 班小 は、林
勝の 、、班

い、 林 林西区 に班小

班部域 、、班 林

い森を と、 班

小林除 、林

い班 林
、 班管く ち

、 いい 、理。 、林い 班

署） イ班

班 ま忠班 林林

班、 班班で類林 、林

及村班 のい、 び、、林 区及林
ホ大 域び班

班い をイい の樹林林班

小いい、 除の小 各町班

く各班

班及 。小、 班た小小ろ

、だ班
、び ）班し、 、、と 林、 中班林の 林国林

十 は

有班 林い班各 班 札

小、 い び小

西 は ト、 班 林班ろ 勝 、
い 、 班、及 い部 のかび

林 おイ 林ら林 、森 各、

班管 、の 班班 は い小
、及 、理 わ各 ま 、いい
署 、小 で イ
及び いか班 及 林

、 及、 び びロ

イ イの林 班
いそ び班 の各
つ の各小イ林 、 の、 イ

で び ほ町 ま 及 、

い 各

、 へ

た か

だ か らと
し か ら ほ

、 まら へ

国 ま でと
十 ぬ

で林 の び

ま有 で 及
班、 各西

ち 小勝 の

、 各
小、部 ち

を イ か
れ 部班

森い林除 の ら
林、班く 各 、 お
で） 、 管にい 小。 まお
及ほ、に及 イ 理班 、、

署

、

林大、 及ろ 、い 及
い 班樹中 び、 及 い び
い及森川 ろ ロび

ら の

小び林郡 の のか ほ
各理に別

班ろ管幕 各各

班及い小 い 内

小、小の

十小 いび小班 、 村林い
班 、ニ、 い

た勝班
西、 、 ロの、
林 だイ 及各部

班
、び及小森林林班 し

小及 各小班小
、、 班び 小班の 、班い

、ロ 班、区 い

い 域 の 、、
林か を ろ林 林各

班、林班小除班ら

森 、 班

ち林 、
林管
、 班理

い署 林ち

班、及



びろ区からぬ イ

ハま

域及 及林ロ、らハ

い各まで

を イび び班の

の の及小での

除 及ニ ハ

ロ。各 各び班の各

く び
の）小 小イ、各小

北 海

、

班まほの及各ねう

各

の 班 、小 、、 いび で小

ら及 の の、 班 へね かイ
の及 、
と はび 各 及

域な 、 まの 小 び林 区び

お班

道 公 報

ロの班びく 理各

。 小 小ロ い 署各
小） 班 班の か 林

、 、各 、班ら 班

いる 林、野 小

班付 ま班 、郡 ろ

第

、町

小ハ除よでのロ寒
各 た 。及

班各 のの く、
、 ）び

小 各 、り

小小 、班
班 な 及鶴

、、 、 び居 林ぬ、 班
班、 の 浜村

号

び釧班

平西 陸、

成別部
十町林 森
四班 林 、

年
ニ 管 十

九

小班

勝

各、班 班か

小目、 、ら林班、

ハ班、 班梨

林まい林 、郡林 羅 班で及班 林班

各ロぬ 班い 林臼 いのび
い び小の小 い及 班町 及

班 、び

、小、 ろイ 、た イ班各

及か イだ か

班 らびら 及し
イホ び国林 ハ林、

かま ロ有班 ま班

班

、 、、 のい をのの ぬ で
各及 除各各
小 る は

林 小び く小
、 わ班 班イ 。班班 、、
、い 、の ）、 に
か各 及及 か小 び林 ら林

たイ班 標班 へ班 林、び

よかの、 津ほ また 班

町、 で

ら各小

小班 林 、と 、

ま班、 班 よた、 へつ
だり 、い で 及、

林 林、 で
、別 林 、へ
及班 班

わ海 班 ちびい い
ヘか 、及林 、町 な
、標 のら小 りび班 か、

ら、 か津 各る班 かトほ
郡 小ま の、

るぬ 班で、 各

、中

、、よ 小 ま

わ、 班 で林る標
、津 かお 、班 、

お町 、 る わ林ら か、、 イ 班ね

林、 らわロた

ぬ 、 中、 ロ林 林

糠 ぬ 班班林 き 小町白 、

ホろ班 、 班、

、、と め 、川郡

上白 小か及 るは

郡糠 班

に し 標町 、 林び 、、 ら
茶及 班ぬ わ
まか

町び の ハ、
そ 、音 各 及た 林ら で

れ ロま ひ た別 小 び、 班

で 、 だ町 班 ニ
各れ 、 ひ し、 小の の、

理

月署 郡小

二浦班

十幌、
林 七町

日班
班 釧ニ林 、
班 市ハ 小 路
、 、小

金釧班

路、

曜林 郡
班

らで の林い でい林 林 釧

の、班
小釧 各イいハの及 各根

小ハ 班東 小及、ま各び

及の班の 、部 班びイで
森 、ロ各、各 のび小 林小 林班 管 林各ロ

ろ、、 理 班小の林 班班
署 い班各班

及、 及、小

林 び 班林 び

班 イ林
いい の班林 イ林、班

林 と、 し、

の班

、 び

国、 ら よ林班 、り 、る

班い ち、

各らいか 、ぬ 有わ のか

よ 根 小う、ら ち、 林、
か

ま 、かか 釧 班ま 、はは

、 かで はらら 東 、で り

れそ 部
、 の ら、
で 林ほ か るほ 林まま 森

い、、 管か ら ま、 班で

、、 かつら 理ら く でへ
、 署り ま

、で 班ロ た、及だ ろま

、 は、 い及び まかし
の 、国 、お、 、びホ で

の各 お有 ロ、ね いニ

お、
な各小 及 、林 、

釧 、及小班 び イ、根 イ

東 ロび班、 ニ 、お
の ハお、 、

及 、部 イ 各の
、 小林 び ヘ森 各

ト管 小林 ロ 班班 ヘ 、林

、根 班区

班班 、 の、の

及そ、 国室 、域 小

を 班、 びそ 有市
除 つ 、ひ

林、 林

つ 根た く のか

班

小む ロ 林、 釧だ 。 各ら

班つ 西し ）

部、 及 班 及ま
ね 小森国 び 、 びで、 ホ
ニ、 班林有 弟

のお、

、管林 子

理根 屈 林 各、な

署釧 町 班 小イ、

東 、 い 班お 林、

日班 路ハ
岸班 、 厚小 班 、ホ 小 町

、 郡
厚林

班 町ヘ
林 岸班

小ロ
、 し、班 だ班小 た
、班

小及は 各い林及か 各い
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いのア

年日、カおでの

の

区

月たの捕て１の

１当

頭 りア獲
ア超に

日１又をのを域

い

ま頭は禁

月内

二及容

十び

七ろ

日

の
班

小
各

の

金

域
区

曜

でる獲 除
を

だ場

班 間たた

林 の。し

メし合

ち 、

の、 ジ同こわ ス、、、

捕に域、 の日区お カ一
シト 及いの、 獲おでハ

カ及 びて

の） 及イ ろ班、

１

及、

各及 びの

林 び小び イ各

班ほ のの班壮 小 林班 イ

町 、 ろ小 各各、瞥 班

小

、班 小。 班

イ、 班林

、班林 、

及と班 び小い 林
い 班の班班及 班 林ロ林

イ 及 は各い、び

及豊所の 、樺、町郡務
各 歌戸沼

小 志郡田び浦

及山、林班 内月町初町

、町び別虻班、 市形

わ 深、幌村田
及班 班 川浦加、町林 小

町町塩びと 、 市臼内天

、

、 空及、郡洞
村班及

知び留遠爺林ぬ

十市町、へび

郡新萌別

止又えお

北

て

の超のしはてい

でを

の

てのさの捕シ

間えア、

をを

１の区らア獲カ

、

にメ区禁合

人オ域にの

２

日ジおス域止計

１ス

カおる頭

当カいジにす

り捕オ１い。以

たのて

メら捕

２獲ス頭てさ上

禁カ超スに獲

頭をジを

を

日

町
似

様
郡

似
様

、
）

。
く

ア捕チ 人ののび

泉
幌

、

１

を各

日、獲の

２

当

小

記

の に

請 款
定申

の び、 、
、班 、各 イい に林 班

い小 の及
各び班 へ

、

す同１
、 、

成申特代主

変第平

る条

定

更５

請た 、項
お９営 のる 表 介に年非

、有、る
グい月利事 護

、川増天珠との

村津、

大び小

南町毛塩郡及各

款エて

幌、郡町
北

特のイは 海

定変チ事 道

非更デ業 告

営ィに 示 頭カ

利国ー関 第

活際のす

をの
捕捕

動パ会る

た

超止をえジ、し

獲獲

のを一場

えす捕てカ同

の。し捕１日合

てる獲

すな

ししのカをお止
、

えてるお

、た捕１超い

ををてメ。、

同場獲頭

も
り

え
郡

一合 る

成成す

平平止
禁

目月

た年

れた

さっ 載

あ

。成

一及ス広る平

的日

こと振ポく

の、興ー海

活務 者 あ

法こをツ外年

っ ルて
プ用法 たの所 ー準日動

らるの氏所 年 むす人の

法日称名地

さ同名在 月

に第
き
あ

成際原海

っ条平国前北

パ道

て第
は２
事項年ー中

促ーに変 号

っ、

た禁進クあ更

しを
合すルて清

場止法ゴ
成協総町

はる平フは水

会会寝

、。
こ
区法あ定き

の年にのた

で第て数・

域律っ足り

メ号役関呆

の７はに痴

捕ジ一

日は禁捕のス同

こすし獲カ日

に、止獲

２お

いのるたををに

お

ま合止頭い

て区。場禁

域

る獲、

のでたはす捕て

アの、、
のさたの

、オ同こ。し

ス一

に合又

のジ日区ら場ア

のおで、はは

アカに域

又
ま

年年。

１

人

日日１

１１、

月月た
日

らら１

かか
た

日月当

ま

８

間で頭

のま１

で日り

をり振国月

人れ図のの
にに日

、代、興々６

は

与介

内すっ寄紹

国表も
る普

お団人すし

にるて
と振

るとのと及

け体々
にを

パて身も興

、し心
パる

クパ健、図

ー、の

郡

業の８ク懿川
ゴー全

別

関定５ル幕

に規月ゴ
会錦

るよ協町

すに日フ

更公北町

変り
）告海

事の

認る知地

のす道番

員すと
請

申堀

の２

証。

び変む

ジ第及る歩

ス）

カ
頭第計、に

１条会更会

超項関立っ

を３に自あ

て規る活は

えのす生て

捕に更ン称

の定変セ名

をり大ー目

獲よ、タ、

禁、人さ的

オ一この

は捕いの同、

獲て
ス日のア
区

ア禁のジに区の

のを

メいで域

の止アカお域

域、はスてのに

区し又
ジ、シお

カい

にさ
にア各の１て

おらのカ

をス

てメの１ア頭オ

い

域又は超ジ

オス区頭又
えカ

スジ

捕間超

、のを
ジカには

オ

禁人の

を１て

獲、え

る当ジ

す日ス

止１

一。たカ

九りの

八

ー事

超禁
をを
頭獲

３捕

ゴ目

フゴ発クを

ルクな
フと

般フとル的

全ル達

あ
が

統普涯をす

のの生

のっ及
、

で
の也

た
っ達 ーろ事

しのエぽび

止次
ィあに

オおデに業

、と

のてメ
ジ定ーっ関

スり

頭いスアのス

カ２おメ

獲カ

頭をてジの捕ジ

１

ス２域を各

を超メカ区

止
獲てジ頭に禁１

捕え

だ
獲た

捕。
のる
てす

え
を



５
申特代主定

平 請た款 定

成

のるに 表 非

十

事記 営

四 者 あ利

年 っ活務載

九 動

北 海

４
非 請た款 定

申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

道 公 報

務載

事記

るに

た款

主定

第

３
利

営 の表 非 請定
申特代

動 っ活者 あ

号

に 表 非

た款 定
特代主定

動
活務載 者 利事記 営る

の所さ

月 のれ 法 た

二

所た 年人

十

月の氏

七 名在目

日

平介米北介

日称名地的

成護田海こ護

金 グ久道のを

年ル美札法必

曜

プ市はと

９ー子幌人要

年人のれ 法 たの所さ

月

地的

名在目 月の氏所た

平清阿北たをこ

日称名

護を

成水部海こめ介と

町道のの
修て的

年寝上法研し目

郡は会いと

９た武川人

在目

所た

のれ

所さ

月き

を福

北ニ生持害の

地的
のを人持祉

海ュこ活つ

増

白南法送々つの

道ー

こ自事進

石郷人るの当

の氏 年人
法 たの

区サは

をを平自佐

日称名
名 月

喜

イ生把目成立藤

エ限

生 チか握的

８セ代

デししと年活美

ー生社る月ン

ィて、す

氏所た 人のれ 法の所さ

白北

称名地的

名在目

の

札法

の道の

人井海こ

大
デ市は

ー佳幌人

エ由

日 む東、す
達

さ北域人

日ら区地る
に き

し地

東ざ、

条根が
で

３宅中

目在の

丁た域
視し

－の心

１護安

番介

講人る

６り清、やるす

痴町域習を。

日・水地

と３人を援

呆北の会支

む西寝うる

歩条が行す
社

丁きとど

会７たとな

やに会

目りも
きに

地呆た祉

番痴寝福

寄

南ン、と立者に

１に

で活主与

郷ハ障が生が

ツをきや体す

通イ害

会なこ

丁１持る社とる

南人会参っと

目階つ社
実な行目

２々を加てを
、と

２地現どい的

番が

る

のる関もす

号域すに

タ

でめるて。

中たすっ

）活会。

っ

悩て認さ

にし的日ー

こをろ

人く度ぽ

むい知

、でる

ががめ

ちと広

た

寄

持よに

来ると

本きこ

石大

ィ白、
能、与

つう

チ通注

イ栄の

エ区人

ー

意 デ

多

ー目陥

ィ丁欠

の

－害
１障

会番動
エ

点て

５

、生
らき
か生 号

入保第

開札入以証入

保札金札

札証にを保条 下
加付金７ 消 金参納証の

な痴す

らや与

なり寄

日

３４
い呆る

海海札入入開

契北北入
保行札札札

条道道執

約

場場日場

を幌健の

項札

障業会

自、事社

示市福

２
たを障体

し害を全

立
納納札の平を道

入次格
す行

達にい成有が

調
を入入参ず
に北こ指

す加れ年るう

をのる

力そす

る期場す

１

大体と

最実こ

北

次 海

の平入アイ 道

と成札調 告

に達全全 お 示

り年付を自自 第

一９すす動動

般月るる洗ガ

しすの及 費

ー
ィ
デ
ー 号

こ付北 等 時よる納び 税
。免道 と ととの海 」 う
す

同者、務 う にる除財 い

。、付則 ） じは納規 。
当 そ方

相
を 者等和 額 の法昭

含 のは

央部及所時所

す中祉所

北務日

所区総び

場

海海成に

３課時北北平
同

条
西道道

。

６札庁年じ

丁幌別

目市館月

中４

物るも海と名

区
央階日

告争

品日所者該道。競

第札

の必す示入

等に当

に

仕平北要る

様成海なこ

道資と号関 等

福はて

年立格。又し

村成名

入月祉平指

札

を 説日
明空年停

ス 事物 競 号

機

入等燥

争日項品機乾

名

札の
び台台

下及１１

以称

きー互

い
と
」

札量

入数

年

す事の

らス助

暮ビ扶

も方海 。 積地北 む 見、

た治規 の っ自道 ）
契法則

の
約施第 分
金行

一 額令号 ５

九 。 に

九

す
費和下 当

消昭以 相
税

３用後

北共午

及年財 る

２

止

目
丁室
６議

西会時

条 栗道れ

及郡海さ

書知北

な

求町示い

要沢告て

び

上号こ

様最９い

仕字第
にと

書
の

規。

物
る ） りす １ お定 － と

る海

す北

施
実

を
）

。
う

な域

こ業地

堀
事
知

。道

き福り

でのく

がどづ

と

す

うー与

よサ寄

る祉に
業と

護事こ

介スる

、ビ

政務 額

家行目

・をを

型

の
方第則 上

地令規 以
び

」 消

の
品

税札）い

費号と 入

と

事い的

也
達

資
の
入

購

い。

パしる

ル新す

ヘ、
サ相
ー



名所の細

者契こ詳

アイ

る関札、

あに入は

で約

説

をる執札

かすの入 在

申事称地行

北 海

落

に入る捨税相

号アイ

業す札

掲札落額て事当

加金者る者

札 げ金をた

入に算額で金と

決 る額

っ

に 札係し）あ額な

定
当 及るたをるを

道 公 報

参
札札提提開

要入入そ

申希のの 加加出出

札 参

他
お 書者

に 込望期場

時

のは限所

第

入

７８９

便め札約

郵認落財札契

務 交

いの効作

規 又な者有書
の

第 電も決な成

則 付は
方報の定入

にと方札要

法よす法に否 条

号

６
。札交

う入

平）説
成第明付
十書
四の場 条 年か交

九

出を、書

し務は明

付所

話開よ

る担北郵電公に

す道番番する

こ当海便
健。

。る保号号る。

と
組
織福
の祉－－

名部

－ 称障
及害
び者北

札者

た び消金もか入た

て税書は

っ こ費額っ免

て の税

記落

は 告等当落事に、

価者載札

、 示の該札業

扱額格です決

入 に取金
書 めいにとある定

札 定

かと速

に る１するこ後

札未のを。や

記 入円る
、わに

さ に満で問か

載

、 出次

て 提、

い

れ 関の

に よ成海海

２ に平北北
道道規 り

幌健

定 所年札保

す 定

中祉

る の月市福

資 入

害

を 参区障

格 札日央部

る限 第

し 申３者

有 加北

札。 項 入。る １ る

定 道場し 規 海の） の 北
交を よ

健で者 に

保所た
め

部す札 定

祉付落 り

福
者す 予

害。と た

障る者

ら 月第に

二関

十す北

七条る海

日

定市

の幌

で項札

ま事道

め中

金

と区

る央

曜

ろ３

こ北

地福札内 在健道

所保海
祉幌線

課市
中－
央

入ず消

丁
６
西
条
３
北
区

税

金 る数札、費

た す端

件あ参積等

額 条がに見
すっ課

当 にる加もの

に

事 金 反きるた税 該 違と

た、は約業 額 しは者契

入そ、金者 の

札の消額で
る の

は端費のあ 分

、数税

か ５

書西健

な 込条保

無金等

課

の 提丁祉

者 を６福

い

と札 こ入 るた すし 出目

価

保る 定

則
規

務
財 。、

内
囲

課範

祉の

福格

健。
格

価
の

低
最

、
で

日

目

目

。丁

る６

よ西

に条

平鼻え

生お名安耳み

と

称皮 保届成咽医

達 活り

喉院 膚 護出

泌 あ９・ 又科 法が年科

の 効額に免 に分

っ月産

とを係税 相

事 当 す切る

。
るすり課に業

海
北

はカこ医だア

道

ッ な たモ療ま

告

み けメ法歯

示

プ やデ人科

第

まン歯社ク
団リ

歯タ科ル

第

紫ニ

医咽医医訪み医た
各

条
法科

療療問 療喉」療歯

人護 人人ク

法法看 法科
団団ニ 社社ス 社社リ

人

て
っ

も
を

開北ッ 団団テ

平療科上

名医医外千三

人科 称法歳 成法内

療
又 ９佑呼 社脳 年萌・ 人

さ
月会吸

北

生せ 海

る 道

機
活
告

関
保
示

を
護
第

次
法
の

婦 は尿 昭
和た
。日人 器

律名院す

法医

年科 氏科

第

所小同
稲新 第在市 ）

樽 号

穂光
１１ 条地

号

クク会ク調 ク 科ル岳ッ
薬 か ニニニな リリ剤 リ

有

クククこ局

ふ ッッッ

郡

達山張知珠

伊檜夕空

ー

竹江長中壮

市郡郡郡

熊村 会会 シ 小宮 耳楡ク

歳ま 科科

千ぬ ン 内内
ョ

鼻院院ぞは

耳の の 医医
田内小

ィ千デ伊亀岩苫

市カ市郡郡牧

カ歳ィ達

神 団

ビ東ル山七岩市

ル
器

リ み見ク 経 す 日岩科 は

ク

神ッ 医
脳ニ 外 え 氏沢

歳

所小岩千同

名院経科

新市日東 在市沢市

樽見

昭
と 号

お
和

た
第し

律定
法指

年り
。

第
）

号

の

又目目 ２

丁丁 の

条

８
１ 定は番番 規

所 、

海 り

北 よ住号号 に
療

届平同 医

事 定

知 指

道

機

堀成

町町良町

原差沼富瞥

出

字本野字

町
５地北字之

番新町町滝

町１中町

丁富
目良
－市 地地 １野 番番

の街
地

町町沼

ル郊２下飯内字

町
字字ノ

１１
丁

本高端 番 目
４町台 地

番 番７
番番５

８の郊

メ
郊

東３
地２ 号

丁西１丁

地１条出１

光

丁目 目
丁目４ 又
番目１－

北は１８番

海号－

デ

事メ

知郊 住 道６号東

医
、
り

よ
に

定
規

の

堀
所

二療

〇扶

〇

め
た

の
助

関
等の

か達

同

の容止

也廃同 次

内 ら

同同同同 同同同同同

定成
指平同同同

達年
月 也
日 当

担
を

療
医

の



２３

験試試砂

試試

平 地利

成

験 及験の

十 び採

四

試験取

年

験場科に

九 関

北 海

主１ 北

砂任 海

利者平試 道

採試成験 告

期 取験 示

法を年日 第

次９及

昭の月び
試 和と 号

お日験

道 公 報

か 川会

本ら限

日富し有
か 帯

ら 薬 調し 剤ば社 調

調 西 広ば 剤局

第

問みモ

宮二訪ぞカな入

護デふ 村神看」メ船 か

字 テタ科 内眼スン歯十

リリ街 シク 科科ク ール

ョ

号

立 沢 耳熊 見 井
桃岩尾小

経医 喉科 神
咽
脳内 鼻

月 す 場

二 所地所目る

十 法

七 令

日

室票

幌市根験

札萌び受

函内よ

、稚市に

市、

金

市、受

館市り

曜

江走者

、網験

年り時

後第す

更律施

変法実間

る平 ）
し号。成

ら）

か第年

ば

項

薬１日

剤第８

調条月

局

東剤 薬

更更局更

変変薬変 条 薬

有

）））

前後前

局局店

東限

帯ラ沙号帯しし河

かか郡会

広ッ流広らら

門西ばば音社

市ク郡市

薬調更し

東ス
６ハ別

大か

条イ町条局剤町ら

局通ば

南ム富北西薬

帯川２

ッッ薬 ンニ 医医ニ
檜空地小

院院のクク局

郡市

田内山知樽

亀岩同

富船

七岩江中入

郡郡郡
野丁

町町町良２

飯内差

本高栄姥町目

字字字字

留伊

院科院院

医外医 科
市沢市市

広見萌達

帯岩
３町

通８町下

大市本山

南条
９西丁
目番 丁

日

す

、室知

町、通

差市に

町浦
安、。

知市る

倶蘭
市広
沢帯
見、
岩町
、河

更規）

音の金

旭、
、市

に前

店定午

よ北
正

平知ら

、道か

り海時
午

成事

調

利
砂
度で

年堀ま

丁広南丁条帯
目薬

目１１目店広丁剤

丁４店

２２地番

－目番３局

１

５

番５地

ク

成

同同同平
変 変

更 更

神字４ 町台

町中番 番富２ －

良号 番地
２

同同同同同

街
市 ３野 地

同
地 目丁
目７

成
平同同同

６
地－

番８

留及
、市
市路
川釧

アイ
木 主主村間 定

立町立

指

林に 施のの 伐伐森伐

木

定１

務
業也

取
採達

はと

北

森す 海

る平 道

予成保場指

林
告

安所

法
定 示

で年林 第

あ９予

定 昭
和
る月定

７８
））

同称称

名名

月
験 真年

写影
撮受そ

札、手の 手日

５６

同同同同
よ

期験に

付受９

受提第

びこ

及書る

間出願

４

止
廃同同同

採
の願

利）験 砂。
む受

採採 業、し整係 伐伐

書

伐伐計森 のの

択て備る
では度

に採画林 方限 要

め次

るす定、

件法よを
準お

と標と

こるの

。る
る齢す

き期と

で伐り

が

の 森 。 号年

在的

第所

律の目 法日林
前１害 第

苫の風 ）
号

郡・の
防 条羽
幌備 の

し及
と名数

型氏

町以 ２

工経

験齢
受年
、び料他

記し験労済

願を受と受

資

手 提載、に働部

験 書

数 出し受関
て光エ

料 前た験し観源

６も願

月の書不）ネ

時採）

付利。

受書砂と

日規なあの
者

業

間類取

、も録

及 成定おる登

平

す び
休送にに

国 年る郵の等

民
を場りす

の 月日の限関

る先 す

出 関
に提

取

祝 １

希る な

験す 的受出 術
技

に。
地と 項

望こ 事

はの
木上。

立以る

所 基

木る
立す

該と
当の

、も

二 の。

〇 所

一

字５ ２

大上 第

市
る

す
在

定

字つ 規

尻に の

焼筆 項

次 よ

北岡て に

緑い

海

に 次

知１図 、

道のの り

示 の

事・

明課ル

１部 う

堀のす よ

以での

内あ所な、ギ
志課 ） にる定点後ー 円
とにあ支に は 撮こ欄が

会 北

し。こる庁照 、 影

をき樽す 海

た）れと小
工こ 収

面はは商る 道

正

証

半付最労と 入

上り、

像るり事 紙

身け寄働。

日除合受る

でこの務 で

にくはけ規

日
））平け

関 火。、付則

す

。和

る かの成る昭

法 ら午
前年 律

年 日９
昭時月通
商 和 水か

）ら日産

年 ま午業

在 礎

５）令 法 で後水省

及の

木庁

土支

なる

的す

学工 工商 川部 河済

び経

市
る

係
に

村
町

関働 に労

に 保

・分 に

・。 を

１る 林

達の限 安

）

也

指

そ。庁又 付

、と支所 納

海 も

裏済北 る

の経は す

律

にの商道

面部

第 土時ま第

で 曜
日分の号

日で印様 ）
、ま消） 号
曜に。の式

に を

課 項

） 事

光 る

観 す
含提



村立次

アイウ

木 主主森間の

におの

の 伐伐林伐と次

、し備係り図 伐 はと整

す及 の

択て計ると」 採

伐伐画森

北 海

定１２３

成立

林る平保指指

森す

定 安 法。

定木

の伐 和９の施の 昭年林

月採 業 所
在 年

日目の

道 公 報

道
海

北

イ

告 支

示 町立次庁

第 木 村間の経

の 森伐と次済

伐 林におの部

号

ると」務 採 整係り図林

備

第

２

ア

主主 定

安所立

保場指指

はと 施の 予伐伐

定木 林

択て 採 業 森、し の伐 定
林

号

支

平次庁

成の経

十と次済
四おの部
年り図林
九

に採で林るび 限

と」務

よを定は度。

。るる次の

るすめ、次

おり

と準とお

こ標のと

き齢とは

で期り」

が伐

。略

立上る省

る以す、

律方 場要 法

はもし

木の

第所的件法

郡の 第

越砂 ）山土 号

長崩

第

町防 ２

部の の

万壊 条

計森す及課 の

豊 １

字備

は度。び

画林るび及 限

で

と町

め次の別

定、次遠

準おり場

標とお役

るの

、え

期とは備

伐り」に

上。略い

以る省置

齢す

所に採 方 要 の伐伐 目の

。る

るす

在的件法よを
で

郡のが

塩害と

天風こ
木

字立

町る

軽備き

遠防

金
月す及課

二るび及

十。び

七次羽

日

」に

り場

お役

と町

の幌

金

、え

は備

曜

当とそ

、の、

略い

省置

及

木。面

立る図

該すの
類

る書

す係

在関

所び

の

の

津 項

に海

村北

町を

市

規
よ

北 に１

定の

事 次図 知 、の 道 り次 海

分 に部 うす 堀 よ示 のに

のそ覧

も、縦

のして

保

る

る面す

す図供

とのに

を
類
書
係
関）

び。

。及

、

浦は

北

当
該

在 示所 にの 図木 の立 次

村 限町 に市 分る 部す す

日

図供

のに

そ覧

、縦

して

書
係
関）

び。

及る

面す

支

市島

る渡

係道

北
を
類

号１２

町
北

函） 海

第平作作 道

成業業

館
告開

種期 条 示発
に年類間 第

お９

建
設
い月

指。 也 をる 林限 達 安に

場保た解て
い

１２３
）

解
除所安目縦

定とのに

除 予林的次覧

海

安て」す の 保し図供

法

萌
留
道

北

農律

３

海

林第平

え

道 解置

成 水 告 い

産 示 除次て

大年 号 第

臣９ ） の縦

第 図覧

か月 の

２

市
る ）係 。に る

」に

解平解場保た

森を
定１

林的

法除成除所安目

林

予 す
和予９保し

昭る年定と

萌
留
道
海

定月安て

道
海
北

庁

告 経

示 済

第 部
林

部 務

公平 て 号長
か準日共成

ら用測

、す量年

次る

基日

と法級１

の同３月
準か

お第
り
公条点ら

共第測

測１量月

量項）

）

の定、。 理

林指はる
そ
、

し

在れ由略

所さ省

又用図

田所路の

亀名道
北

飯旧とを

七は地面

郡

のる海

町跡す

ら 号 は供
省る次の 、す、日 理条

に し）よ定 由略。の規

定の保る 指そによ 、う
のが 由面林知 理図安通

滅海定っ 消北指あ のを

た

林指 年で

れ

律る所さ

法あ日の定

第。在

の 第

塩。砂 ）天る土 号

郡）
豊流

字防 ２

町の の

富出 条
号

に
場

役
町
部
万

長
び
及
課

で

実規ま

をの日

置
え
備

通北 旨る
るよ

すに
施定

法あ知 量が道 測知海 、
っ事

水

国風た道

和。堀 昭た

務

。保林

林の産

有致め

海に山

北図治

の部

次存

七

事部び

知す及

道示課

解。 道を

限町

堀に飯

分

定

経予

庁る

支す

谷除

宗

、

課旨

務る

林あ

部で

済

サ １

上備 第

豊林

び森

及

定

ツ 規

ベ の

ロ 項
に北

知 、

道１ り

海の よ

に う

堀図 よ

の の

事次 次

る
す
供
に

覧
縦
て
い

二。

〇）

二

也 第
律達 法

年

也え
備

達）に

。場

る役

町
富法

置

場和

役昭

に

林

達部 安

す 保

示 に

備年 指限
也に の

分



北

道
道

海

路 根

告 室法

平 示

成 第昭 半

十 和 島四
年 号年 線

九

北 海

線

川川

井鵡 赤

歳 市
余千

線

道 公 報

第１２

網

平道道路

のの ） 開成路路 号 走
発
建年種路線 第
９類線
、名 に 部月名 条 設
長
か日道区 お

第

北 号１２３

海 ）

道 第平作作作

告 成業業業

示 種期地 条

第 に年類間域

お９
い月

号 公平三 て
準日共成石

号

北

室

３

道
海

蘭 作

告開 業

示発 地

第建 域

設
部
号

法 野

長 大

月 律

二 第 根根

十 室室

七 市市号日

瑁布第

瑶沙） 珸納
１

第

丁番条

金

地１

目１

項曜 先

払払

余余勇勇

１ま

の 番

赤赤厚厚

郡郡郡郡

市市

錦新

川川町町

井井真真

字字町町

村村
都都１
番番

域 い

先 ９１地地

番番１

用 次び 準 、及区 て ら道
所 同 お場 る と覧 す の縦

共第 公法 り

町

項 実２ の第 量条 測

用測

す量年

る

か

第基日

法級９

同１月
準

条点ら

第測

１量月

項）

の
次

、
ら 町

か
規ま

の日

規 実
を

量
測

共
公

り
お

と

日

、
り ら

よ か

に 先

定 地で

次
を

域
区

前後の
路

道
の

まらで

先先かま

地地先

前後前後後

らで
か

し間 に 了定 終規 がの 施

の 知 、変後 通 旨る たよ
た

っ 法あ 量前別 が 測更

る
よ

に
定で

地 和。 昭敷

っ事

あ知

が道

知海

通北

量
測

、
旨

る
す

施
。堀

た
法

和
昭

年

と
お

でらで変

まかまかまり
し

更

でら

た
。

ら

かまかまかまかまか

らでらでらでらで

の

平

そ週
２延

律員

法幅

年

長

関、成

の間
係一

は縦月国

面の９

図般年

更

也
達

北

道し

２

海

た 道

。
路
告法 作作作

示 業業業

第昭 種期地

和 類間域

第
律

法

１

域

種期地

業業業

作作作

道

海海

北北

道
海

北

類間

道

道

、覧
道すの

海供と

北に日等

道間

部区

設。複

建る重

及
課

備縦

整
路

号

町

律 共成里

法 公平斜

年
第 測
量年
５

） ２月号

級
基日第

準か

紋

量月１

測９第

点ら条

市

共成別

公平
測
４滝

量年、

級か
２日

・２町

１月上

木
土
路

釧

点月
準９
基ら

所
業

現

二
〇
三

現現

木木

土土

樽蘭

小室

縦場

の
次

び覧

所所

業業

知

備道

に海

所北所

場
覧

）５項

、
て堀

い
置事

え

、
り

よ
に

で定

ま規

日の 量日
測５

を
域

区
の

路
道

告

堀
事

知
道

海
北

で
）ま

と
の

次

ら
か也

日
の達

示

也
達

変
り

お



り１２ 北

電、 海

線次平道路 道

共の成路 告

の線 同と 示

溝お年種 第

のり９類名

整電月

備線 号

等共日道江

北 海

のか平道

道そ日路道

の

夕

法関ら成

路

線 係２

和面間９厚

昭図週年張

は、月真
名線 年、一

法北般日

道 公 報

道
海

北

比

告 布

示 愛

第 別
停
車

号

線
場

第

路路栖

道道路下鷹

１２

栖 線愛 種路鷹

のの東 川

名線線

、布

別 名比

類線
道区

号

関、
の間

そ週
２

平係一
成図般
十面の
四は縦

年、覧

九

古

関溝木

に同道差

北に

別す
特備線

る整内

すを
路

法道
置き

措べ

夕

律海の

７定
成指

平を

建覧張張

第道縦供夕

設に郡市

す仁ノ ）部供由滝 号用

路る町上 第開 道
整。川
１ 第備端番 条始

課

ま の ２及

上

規北２ 区 のび番で 項

比愛

郡郡郡

川川川

上上
字

町町町

布布別

比

金

番番富

７１

区上上上

及
道域

番 地地

比

覧郡郡郡

縦川川川

び

町町町

所別別布

場愛愛
字字
伏伏

８

古古番
地 番番

月海供

二道す

十建る

七設。

日

備
整

路
道

部

金

及
課

曜

北

第
律。

法た
年し

次
び

堀

条
３事

第知

）道

号海

道間ら 定海か

の
項
１
第

、土北供平 り幌 よ札 に
次木海用成

現道開 の
道業知始

所事の 路に期

い を置 用え 供備堀日 の

ま
先 でら地

まか４

先先

地か ６６先
前後前後

で

後
間らで

かま
先先ら 地

敷
前別
更の前後

変

日

い
置
え
備
に

所
場

覧
縦

の

よ
に也

定
規達

示
告
、
て

１２３
立

願 成名住代

平出出埋
表 の

月氏 月

９の区 年 年願者

示 る告也 す、 始て達 開

免週

。

北

公許そ間

３

海

有をの、 道

水受願公

区

告

面け書衆 示

埋た及の 第

立いび縦 間

法旨関覧

でらで

まかまかまかま

でらでら

地
の

でらでら

かまかまか 幅
延

員ら

成
平

ら
か
日
の

長

日者称所名域

月
９
年

道

成海幌海

平北札北

日

道市
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